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1．はじめに 

1-1．計画策定の背景と目的 

現在、我が国はこれまで経験したことのない人口減少・超高齢化社会の到来を迎えている。

特に、人口減少率の高い地方都市では、社会保障費の増大、生産力の低下などから一層の財

政的制約の高まりが予想され、都市構造上の観点からは、拡散した居住地を繋ぐ公共交通ネ

ットワークの確立、最低限のサービスレベルの確保等が課題として挙げられる。 

また、近年多発している大規模自然災害の状況を踏まえ、国、地方自治体を問わず地球温

暖化等の環境問題への対応が求められており、とりわけＣＯ2排出量の抑制は都市交通分野の

抱える大きな課題となっている。 

 

こうした背景から、地球に優しい交通手段とされる公共交通機関（ＣＯ2排出量が自家用自

動車の約３割以下）の利用促進とともに、公共交通体系を見直す機運が全国的に広がりを見

せている。しかし、車社会が定着した多くの地方都市では、鉄道・バスなどの公共交通機関

の利用者は減少傾向にあり、地域の足である公共交通の経営存続が危ぶまれている。 

 

そこで、旧中野市では、公共交通機関と自動車などが総合的に機能した交通体系の確立を

目指し、平成 14 年度に「中野市総合交通計画」（以降、前回計画）を策定している。その後、

長野電鉄木島線及び循環バスの廃止、旧豊田村との合併など、本市の公共交通を取り巻く環

境が大きく変化していることを踏まえ、前回計画での公共交通に係わる提案施策に対し現状

の達成度を検証するとともに、新中野市に適する地域公共交通の形を、多様な地域のニーズ

を踏まえ、総合的観点から検討する必要がある。 

 

本計画は、地域公共交通の検討に当たり、中野市が市民・交通事業者と連携・協働を趣旨

に設立した「中野市地域公共交通対策協議会」の下、本市における地域公共交通の活性化及

び再生を総合的かつ一体的に推進するための計画策定を目的としている。 

 

1-2．計画年次 

本計画は、中野市の総合交通体系の指針となる前回計画の策定以降の、社会経済情勢、交

通環境などの変化を踏まえ、将来に向けて中野市の目指す公共交通のあり方を明らかにする

ものであり、計画期間は、平成 21 年度から平成 26 年度までの 6 年間を位置付ける。また、

本計画を実行する中で、変更の必要性が生じた場合には、適宜見直しを図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

《前回計画》  

期間：平成 15 年度～平成 20 年度

《中野市地域公共交通総合連携計画》

期間：平成 21 年度～平成 26 年度 



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 2 - 

 

1-3．対象範囲 

本計画の対象範囲は、本市全域とする。（前回計画は合併前の計画であるため、本計画から

は豊田地域（旧豊田村）が新たに対象範囲に含まれることとなる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-1 対象範囲 

1-4．本計画の作業手順 

本計画の作業手順を次頁に示した。 
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図 1-2 業務実施フロー 

《地域公共交通総合連携計画》

《地域公共交通総合連携計画》

中野市における「地域公共交通総合連携計画」の策定手順中野市における「地域公共交通総合連携計画」の策定手順中野市における「地域公共交通総合連携計画」の策定手順

「中野市地域公共交通対策協議会」の設立「中野市地域公共交通対策協議会」の設立「中野市地域公共交通対策協議会」の設立

中　野　市 公共交通事業者 道路管理者 交通管理者 住　　民 国の担当者 県の担当者 学識経験者 主要組織代表者

■■提案施策の実施状況提案施策の実施状況　　

　　　　　　前回計画の中で検討された、公共交通に係わる各提案施策の
実施状況を整理する。

　　<整理の視点>
　　　・提案施策の分類（公共交通に係わる施策）
　　　・提案施策の達成状況（着手、未着手）

■■施策の問題点施策の問題点
　　　現時点で未着手である、公共交通に係わる各提案施策のうち

、現状における問題点を整理する。
　　<整理の視点>
　　　・施策実施時期の妥当性
　　　・関連機関との調整の困難性

公共交通に係わる提案施策の実施状況公共交通に係わる提案施策の実施状況

中野市総合交通計画の検証中野市総合交通計画の検証中野市総合交通計画の検証

公共交通に関する課題の抽出公共交通に関する課題の抽出公共交通に関する課題の抽出

　中野市総合交通計画の中で提案された、公共交通に係る施策
について、施策の実施状況及び、現状を踏まえた実現的観点か
ら提案施策の問題点を整理する。

各種の調査結果を整理・分析して抽出された課題を系統的に整理する。

公共交通マネジメント計画の策定

　　各事業ごとに、利用者（＝需要）の推計を行う。需要推計

　各事業ごとに、収入･費用及び行政支出額を算定する。事業収支検討

　自治体の可能投資額、事業の実現性等を加味し、事業実施の年次
別プログラムを策定。

公共交通整備
プログラムの策定

地域公共交通総合連携計画の策定地域公共交通総合連携計画の策定地域公共交通総合連携計画の策定

公共交通整備基本方針の設定公共交通整備基本方針の設定

公共交通整備の事業計画の策定公共交通整備の事業計画の策定

ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築ＰＤＣＡによる段階的運行システムの構築

　整備プログラムに従い､PLAN-DO-CHECK-ACTION
の手順で望ましい公共交通体系を確立する｡

■■実施事業の種類と具体的実施内容の検討

■■評価に必要な試行中の調査内容と評価の方法

実 施事業の 選定

　整備プログラムにおける実施事業を選定し、
運行に向けた具体的検討を行う。

■■事業実施

■■評価に必要な調査の実施

事業 実施

　選定された事業の実施及び評価のため
の必要調査の実施。

■■実施事業の効果計測 ■■実施事業の総合的評価

■■事業中止・変更・継続の意思決定

事業評 価

　実施事業の事前、事後調査の比較により、実
施事業の評価を行う。

■■社会状況社会状況　　

　　　　　　人口分布、年齢別人口構成、人口推移、世帯状況、通勤通学の
都市間流動

■■建物立地状況建物立地状況　　

　　　　　　新築状況、公共施設分布、商業店舗立地状況、医療・福祉施設
立地状況

■■公共交通の状況公共交通の状況　　

　　　　　　鉄道駅位置図、鉄道駅乗降客数の推移、バス系統図、バス停位
置、バス系統別運行状況及び利用者数、鉄道・バスの接続状況
、病院へのアクセス状況

■■道路交通の状況道路交通の状況　　

　　　　　　２車線確保状況､歩道設置状況､都計道整備状況､道路交通量､道
路混雑状況

■■公共交通対策経費の状況公共交通対策経費の状況　　

　　　　　　公共交通への財政支出額の推移

公共交通を取り巻く諸環境調査公共交通を取り巻く諸環境調査

公共交通に関する各種調査公共交通に関する各種調査公共交通に関する各種調査

■■バス利用実態調査の整理バス利用実態調査の整理
　平成19年7月、翌年2月に実施されたバス利用実態調査結果か
ら、各バス停での乗車人員・降車人員をバス系統図と重ね合わ
せて路線別に整理する。

■■バス、利用者ヒヤリング調査バス、利用者ヒヤリング調査
　バスに同乗し、利用者に対し、居住地・年齢・利用目的・利
用頻度・改善方策等のヒヤリング調査を実施する。

公共交通利用実態調査公共交通利用実態調査

■■内容内容　　市民に対し、主たる行動パターン（目的･行き先･利用交通手
段･交通手段の選択理由･利用交通手段の問題点･要望）、公共
交通手段の運行に関する認識（アクセス性･利便性･料金）、
新たな輸送システムに対する要請、公共交通･新たな輸送シス
テムに対する支払い意思額　等

公共交通に関する住民意向調査公共交通に関する住民意向調査

■■内容内容　　事例の種類、運行主体、運行形態、負担の状況、利用者の評
価、利用実績

事例調査事例調査

　公共交通利用の背景にある社会条件、土地利用条件、交通条件
および公共交通に関する環境を既存資料より整理する。

　公共交通に関する住民意向の把握を目的に、市民に対しアン

ケート調査を実施する。なお、市では平成14年度の中野市総合
交通計画で、市民2,000人を対象に同様の調査（既往調査）を行っ
ていることから、その結果との比較も視野に入れ、内容につい
ては既往調査を基本に、現状を踏まえて作成するものとした。

　全国で実施されているバス、鉄道の活性化事例、デマンド交
通等の新たな輸送システムの運行事例を収集、整理する。　

　バスの利用実態に関する既往調査の結果を系統別に整理すると
ともに、利用者の目的、利用頻度、不満、要望等に関するヒヤリ
ング調査を行う。

地域公共交通総合連携計画地域公共交通総合連携計画
における整備プログラムにおける整備プログラム

（計画策定に係わる各種調査及び課題の抽出）　　　　　　　　（地域公共交通総合連携計画および整備プログラムの策定）

資料提示　　　　　　　　　　　　意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案　　　　　　　　　　　意見協議協議

諸環境調査の現状・問題点から抽出された課題諸環境調査の現状・問題点から抽出された課題

利用実態調査の現状・問題点から抽出された課題利用実態調査の現状・問題点から抽出された課題

住民意向調査の現状・問題点から抽出された課題住民意向調査の現状・問題点から抽出された課題

前回計画の検証から抽出された課題前回計画の検証から抽出された課題

公共交通整備に係わる課題公共交通整備に係わる課題

《計画課題の整理》

主たる事業の内容

■■ 試行運行した高丘デマンドタクシーの評
価、改善策の検討

■■ 市内居住通学者に対する通学支援策の検
討

■■ 高齢者の行動パターン、地区の要望を踏
まえた路線バス運行系統の効率化の検討

■■ 中山間地域におけるデマンド等、新たな
輸送システムの導入可能性の検討

公共交通不便地域支援事業

■■ 現行運行ダイヤの検討（特に昼間のダイヤ）
■■ 地域の要望を踏まえた運行ルートの検討
■■ 利用状況を踏まえ小型バス導入の検討
■■ 鉄道との接続性の検討（特にピーク時）
■■ 北信総合病院との接続性の検討
■■ 利用促進ソフト施策の検討

既存バス路線の運行方式改善事業

■■ 公共交通利用への転換方策（モビリティ
マネジメント等）の検討　　　　　　　

■■ 利用する側の視点に基づく情報提供の検
討（時刻表、バス路線図等）

ソフト事業 ■■ 鉄道サービスレベルの改善事業
■■ 駅・バス停周辺での安全性強化施策の検討

■■ 導入効果の高い拠点・施設をつなぐコミュニ
ティバス導入の検討

■■ 市所有バスの活用の検討

その他の検討事業

　連携計画の骨格である公共交通整備に関する具体的な事業計画を策定する。

基本方針の設定： 公共交通整備の基本方針を設定する。

計画区域の設定： 事業計画の区域（範囲）を設定する。

計画目標の設定： 目指す計画の目標をできる限り数値目標として設定する。

　連携計画の核となる公共交通整備の方向性及び基本的な考え方となる基本方針を設定する。
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2．前回計画（平成 14 年度｢中野市総合交通計画｣）の検証 

2-1．公共交通に係わる提案施策 

前回計画では、旧中野市域を対象として、公共交通を含む道路・交通の幅広い分野にわた

り検討がなされている。そのうち、公共交通分野に関連する提案施策をテーマ別に抽出し、

以下に示した。 

表 2-1 前回計画における提案施策（公共交通分野） 

提 案 施 策 事業 

主体 

施策実施時期

施 策 期待される効果 短
期 

中
期 

長
期 

テーマ 1/利用目的に対応した公共交通のあり方 

(1)施行運行中の「循環バス」の廃止
市の循環バスへの補助金 12,000 千円

／年が削減できる。 

市 
●   

(2)信州中野駅－福祉ふれあいセン
ター間の足の確保 

｢福祉ふれあいセンター｣利用者の足

の確保と利便性強化。 

市 
●   

(3)路線バスの効率的運行と行政コ
スト削減 

路線バスの効率的運行により、市負担

額の経費削減が図れる。 

市 

バス事業者 
●   

(4)中野木島線の運行支援 
バスの走行性、定時性を確保するとと

もに、バス利用者の快適性確保に期待で

きる。 

県、市 

●   

(5)運転可能者への乗車券の発給停
止 

移動手段をもたない高齢者のみ対象

とすることにより、手厚い給付ととも

に、余分な経費を削減する。 

市 

●   

(6)運行に関する競争原理の導入 運行コストの削減が期待できる。 市 検 ●  

(7)観光施設への対応 公共交通利用者の拡大が期待できる。 市 検 ●  

テーマ 2/交通手段の連携による公共交通の利便性強化 

(1) パーク＆レール（自動車と鉄道）
自動車交通の削減とともに、公共交通

利用者の拡大が期待できる。 

鉄道事業者 

市、地域 
検 ●  

(2)バス＆レール（バスと鉄道） 
バス・鉄道両方の公共交通利用者の拡

大が期待できる。 

バス事業者 

鉄道事業者 
検 ●  

(3)サイクル＆レール 
（自転車と鉄道）

公共交通利用者の拡大が期待できる。 鉄道事業者 

市、地域 
●   

テーマ 3/移動手段確保に係わる新たなシステム導入の検討 

(1)新たなシステムの導入      

①カーシェアリングの試行 
自由度と機動性の高い自動車を利用

することにより、地域の利便性の高いア

クセス手段が確保できる。 

地域 

市 
 ※  

②乗合タクシーの活用 
 

自由度の高いタクシーを利用するこ

とにより、地域の利便性の高いアクセス

手段が確保できる。 

ﾀｸｼｰ事業者 

市 
 ※  

③タクシーバスの運行 
 

バスに比べ運行の経済的負担が少な

く、利便性の高いアクセス手段が確保で

きる。 

ﾀｸｼｰ事業者 

市 
 ※  

④路線バスのフリー乗降システム
の導入 

バス停までの移動距離が少なく、肉体

的負担が軽くなり、バス利用者の拡大が

期待できる。 

バス事業者 検 ●  

⑤市所有バスの空き時間の有効活
用 

空き時間を利用することにより、市所

有バスの効率的活用が図られ、市民の利

便性向上も期待できる。 

市 ●   

(2)北信総合病院へのバスの乗り入
れ 

北信総合病院への通院者の負担が軽

減される上、バス利用者の増加も期待で

きる。 

市 検 ●  

(3)低床バスの導入 
乗り降りに対する負担が少ないため、

高齢者・身障者の利用増が期待できる。
バス事業者 ●   

注）施策実施時期 「短期」：概ね 5 年以内の実施、「中期」：概ね 10 年以内の実施、「長期」：概ね 10 年以降の実施 

「●」：施策の実施時期、「検」：施策導入の検討時期、「※」：市町村合併後、再度検討するもの 
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提 案 施 策 事業 

主体 

施策実施時期

施 策 期待される効果 短
期 

中
期 

長
期 

テーマ 4/既存ストックの活用と我慢の共有 

(1)交通利便性の高い中心市街地の
活用 

公共施設等を利便性の高い中心市街

地に誘致することにより、利便性の向

上、バスの効率的運行および、中心市街

地の活性化等に寄与することが期待で

きる。 

県、市 検 ●  

テーマ 5/ハード面からみた交通体系整備 

(1)信州中野駅のバリアフリー化 

駅構造のバリアフリー化により、移動

に制約をもつ人のモビリティが確保さ

れ、公共交通利用者の増加も期待でき

る。 

鉄道事業者 検 ●  

(2)バリアフリー、ユニバーサルデザインを導入した歩道整備     

①マウントアップ歩道の解消 
歩道の歩きやすさと安全性確保が図

れる。 
市 ●   

②歩道幅員 2.0ｍの確保 
車イスのすれ違いが可能となる上、快

適な歩道空間が確保できる。 
市 検 ●  

③目の細かいグレーチングの使用 
車イス利用者の安全性と移動性が確

保される。 
市 ●   

(3)歩行者に配慮したスペースの確保     

①歩行者やバス停利用者に配慮し
た小公園・街角広場の整備 

歩行者やバス利用者のためのゆとり

スペースが確保され、快適性向上を図る

とともに、ふれあいの場としても活用で

きる。 

市 ●   

(4)自転車の安全走行への配慮 

自転車利用道路の指定を行うことに

より、自動車や歩行者との通行摩擦解消

を図り、自転車の走行性向上に期待でき

る。 

市 ●   

テーマ 6/交通弱者を支える住民主体の組織への支援 

(1)ボランティア、ＮＰＯ等の設立・
運営・維持の支援 

住民組織やＮＰＯのサービスが確保

され、移動制約者であっても社会参加の

機会が増進される。 

市 ●   

（資料：「中野市総合交通計画に係る提言書」） 

注）施策実施時期 「短期」：概ね 5 年以内の実施、「中期」：概ね 10 年以内の実施、「長期」：概ね 10 年以降の実施 

「●」：施策の実施時期、「検」：施策導入の検討時期、「※」：市町村合併後、再度検討するもの 
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2-2．現状における提案施策の達成状況 

先に示した提案施策について、現状の問題点を含めた達成状況を以下に整理した。 
表 2-2 前回計画の施策達成状況 

提案施策 
事業 

主体 

施策実施時期 施策達成状況 

短
期 

中
期 

長
期 「◆◆実施内容」と「◇◇現状・問題点」 達成度

テーマ 1/利用目的に対応した公共交通のあり方 

(1)施行運行中の「循環バス」
の廃止 

市 ●   
◆◆提言の内容を踏まえ、平成 15 年 6 月

30 日に廃止 ◎ 
(2)信州中野駅－福祉ふれあ

いセンター間の足の確保 
市 ●   

◆◆施設通所者送迎タクシー運行委託の

実施 ◎ 
(3)路線バスの効率的運行と行政コスト削減    

①立ヶ花線 
市 

バス事業者
●   

◆◆高丘工業団地へのバス経路の廃止 

◆◆JR 立ヶ花駅への接続確保 

◆◆豊野町内の運行を廃止 

◆◆市民プールへの利用者のために、江部

経由の平野小学校前にバス停を設置 

◇◇運行経費削減や乗り継ぎ解消等のた

め、間山線との統合を図る 

◎ 

②間山線  ●   

◇◇晋平記念館、市営東山住宅団地への乗

り入れ 

◇◇バス運賃に、ぽんぽこの湯等施設利用

料がセットになったクーポンチケット

導入の検討 

△ 

③菅・角間線  ●   
◇◇最終便の利用者が少ないため、最終の

2便を集約する  △ 
④合庁線 前回提案事項なし

⑤永田線  ●   

◆◆バスルート変更 

◇◇前計画の未検討区間も含むため、再度

検討が必要  

○ 
△ 

⑥須賀川線 前回提案事項なし

⑦上林線 前回提案事項なし

(4)中野木島線の運行支援 県、市 ●   

◆◆新井工業団地－北信病院間に臨時バ

ス停を設置 

◆◆バイパス整備を受けたルート変更 
◎ 

(5)運転可能者への乗車券の
発給停止 

市 ●   

◆◆乗車券の発給を 70 歳上の自ら運転で

きない者に限定（H17 より 4,000 円/人

→3,000/人） 
◎ 

(6)運行に関する競争原理の
導入 

市 検 ●  

◇◇高齢者の 100 円定額運賃等は、バス事

業者の経営上の問題もあり検討が進ん

でいない。 
◇◇受託業者がバス事業者以外にない 

△ 

(7)観光施設への対応 市 検 ●  
◇◇観光施設への運行本数が少ないため、

施設独自の対応が有効と考える  △ 
テーマ 2/交通手段の連携による公共交通の利便性強化 

(1) パーク＆レール 
（自動車と鉄道） 

鉄道事業者

市、地域 
検 ●  

◇◇鉄道事業者の経営上の問題もあり検

討が進んでいない 

◇◇公共交通利用転換への市民の意識醸

成の取り組みが重要 

△ 

(2) バス＆レール 
（バスと鉄道） 

バス事業者

鉄道事業者
検 ●  

◇◇鉄道事業者の経営上の問題もあり検

討が進んでいない △ 

(3) サイクル＆レール 
（自転車と鉄道） 

鉄道事業者

市、地域 
●   

◆◆放置自転車対策、駐輪場整備の検討に

ついては、商工観光課の労働対策とし

て対応 
○ 

 

 

 

 

注）施策実施時期 「短期」：概ね 5 年以内の実施、「中期」：概ね 10 年以内の実施、「長期」：概ね 10 年以降の実施 

「●」：施策の実施時期、「検」：施策導入の検討時期、「※」：市町村合併後、再度検討するもの 
注）施策達成状況 「◆」：実施された内容、「◇」：現状または問題点 

「◎」：(概ね)達成、「○」：実施段階、「△」：未実施または検討段階 
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提案施策 
事業 

主体 

施策実施時期 施策達成状況 
短
期 

中
期 

長
期 「◆◆実施内容」と「◇◇現状・問題点」 達成度

テーマ 3/移動手段確保に係わる新たなシステム導入の検討 

(1)新たなシステムの導入 

①カーシェアリングの試行 
地域 

市 
 ※  

◇◇住民意識の高まりに乏しく、施策自体

の研究も深まっていないため、豊田地

域も含め再度検討が必要 
△ 

②乗合タクシーの活用 
 

ﾀｸｼｰ事業者

市 
 ※  

◆◆平成 20 年 1 月から、一部地域で福祉

乗合タクシーの試行運転を開始 

<高丘地区デマンドタクシー> 

・12 ヶ月間(H20.1～H20.12)で 18 人と利

用が少ない 

◇◇利用しやすいシステムの再構築とと

もに、豊田地域も含め、導入効果の高

い地域の検討が必要 

○ 
△ ③タクシーバスの運行 

※デマンドタクシーのイメージ 

ﾀｸｼｰ事業者

市 
 ※  

④路線バスのフリー乗降シ
ステムの導入 

バス事業者 検 ●  

◇◇路線バスの定時性、後続車に対する安

全性の確保等の問題もあり、検討が進

んでいない 
△ 

⑤市所有バスの空き時間の
有効活用 

市 ●   
◇◇庁内の調整や法的確認などの問題も

あり、検討が進んでいない △ 

(2)北信総合病院へのバスの
乗り入れ 

市 検 ●  
◇◇新たにロータリー整備など課題があ

り、検討が進んでいない △ 

(3)低床バスの導入 バス事業者 ●   

◇◇バスの更新時期、購入費等の問題か

ら、具体的な計画は進んでいない 

◇◇廃止代替バスについて、市負担増に直

結する 

○ 
△ 

テーマ 4/既存ストックの活用と我慢の共有 

(1)交通利便性の高い中心市
街地の活用 

県、市 検 ●  

◇◇中心市街地の活性化も含め検討が必

要となる施策であり、まだ十分な研究

がなされていない 
△ 

テーマ 5/ハード面からみた交通体系整備 

(1)信州中野駅のバリアフリ
ー化 

鉄道事業者 検 ●  

◇◇鉄道事業者が主体となる補助メニュ

ーはあるが、経営上の問題もあり十分

研究されていない 
△ 

(2)バリアフリー、ユニバーサルデザインを導入した歩道整備   

①マウントアップ歩道の解
消 

市 ●   
◆◆やさしい歩道づくり事業により順次

整備を進めている  

○ ②歩道幅員 2.0ｍの確保 市 検 ●  

③目の細かいグレーチング
の使用 

市 ●   

(3)歩行者に配慮したスペースの確保       

①歩行者やバス停利用者に
配慮した小公園・街角広
場の整備 

市 ●   

◆◆街中、東吉田などで可能な限り順次整

備を進めている  ○ 

(4)自転車の安全走行への配
慮 

市 ●   

◇◇通学路等での自転車利用道路の指定

の研究を進めている 

◇◇現時点での指定箇所はないが、幹線道

路整備での自歩道整備に努めている  

△ 

テーマ 6/交通弱者を支える住民主体の組織への支援 

(1)ボランティア、ＮＰＯ等
の設立・運営・維持の支援 

市 ●   
◇◇福祉輸送など、社会福祉協議会への支

援等を通じ、対応を検討する △ 

注）施策実施時期 「短期」：概ね 5 年以内の実施、「中期」：概ね 10 年以内の実施、「長期」：概ね 10 年以降の実施 

「●」：施策の実施時期、「検」：施策導入の検討時期、「※」：市町村合併後、再度検討するもの 

注）施策達成状況 「◆」：実施された内容、「◇」：現状または問題点 

「◎」：(概ね)達成、「○」：実施段階、「△」：未実施または検討段階 
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2-3．前回計画の検証のまとめ 

各施策の実施状況が、未実施または検討段階（達成度が「△」）に該当する施策について、

その現状と問題点から公共交通整備に関する課題を整理した。 

 
項目 現状・問題点 公共交通整備に関する課題 

利用目的に

対応した公

共交通のあ

り方 

<路線バスの効率的運行と行政コスト削減> 

●間山線／ 

・晋平記念館、市営東山住宅団地への乗り入れ 

・バス運賃にぽんぽこの湯等施設利用料がセットになったク

ーポンチケット導入の検討 

●菅・角間線／ 

・最終便の利用者が少ないため最終の 2 便を集約 

●永田線／ 

・前回計画の未検討区間も含むため、再度検討が必要 

<運行に関する競争原理の導入> 

●高齢者の 100 円定額運賃等は、バス事業者の経営上の問題

もあり検討が進んでいない 
●受託業者がバス事業者以外にない 

<観光施設への対応> 

●観光施設への運行本数が少ないため、施設独自の対応が有

効と考える 

■路線バスの効率的な運行 
 
■観光施設との連携 
 
■豊田地域（旧豊田村）にお

けるバス路線の検証（永田

線） 
 
 
 
 
 

交通手段の

連携による

公共交通の

利便性強化 

<パーク＆レール（自動車と鉄道）> 

●鉄道事業者の経営上の問題もあり検討が進んでいない 

●公共交通利用転換への市民の意識醸成の取り組みが重要 

<バス＆レール（バスと鉄道）> 

●鉄道事業者の経営上の問題もあり検討が進んでいない 

■鉄道事業者との調整 
 
■公共交通利用転換への市民

意識の醸成 
 

移動手段確

保に係わる

新たなシス

テム導入の

検討 

<新たなシステムの導入> 

●カーシェアリングの試行／住民意識の高まりに乏しく、施

策自体の研究も深まっていないため、豊田地域も含め再度

検討が必要 

●乗合タクシー（デマンド）の活用／利用しやすいシステム

の再構築とともに、豊田地域も含め、導入効果の高い地域

の検討が必要 

●路線バスフリー乗降システムの導入／路線バスの定時性、

後続車に対する安全性の確保等の問題もあり、検討が進ん

でいない 

●市所有バスの空き時間の有効活用 

<北信総合病院へのバスの乗り入れ> 

●新たにロータリー整備など課題があり、検討が進んでいな

い 

<低床バスの導入> 

●バスの更新時期、購入費等の問題から、具体的な計画は進

んでいない 

■地域への導入効果を踏まえ

た輸送システムの検討 
 
 

既存ストッ

クの活用と

我慢の共有 

<交通利便性の高い中心市街地の活用> 

●中心市街地の活性化も含め検討が必要となる施策であり、

まだ十分な研究がなされていない 

■中心市街地の商店街との連

携 

ハード面か

らみた交通

体系整備 

<信州中野駅のバリアフリー化> 

●鉄道事業者が主体となる補助メニューはあるが、経営上の

問題もあり十分研究されていない 

<自転車の安全走行への配慮> 

●通学路等での自転車利用道路の指定の研究を進めている 

●現時点での指定箇所はないが、幹線道路整備での自歩道整

備に努めている 

■公共交通施設周辺の自歩道

整備による安全性の確保 

交通弱者を

支える住民

主体の組織

への支援 

<ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、ＮＰＯ等の設立・運営・維持の支援> 

●福祉輸送など、社会福祉協議会への支援等を通じ、対応を

検討する 

■公共交通利用転換への市民

意識の醸成並びに交通弱者

を支える市民組織に対する

支援の検討 



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 9 - 

 

3．中野市の公共交通の現状と課題 

3-1．中野市の概況 

3-1-1．人口の状況 

 

 

 

 

 
① 人口の推移 

国勢調査結果によると、本市の人口は平成 17 年で 46,788 人、世帯数 14,591 世帯とい

う状況であり、その推移をみると、平成２年から平成 12 年にかけては増加傾向にあった

総人口は、平成 17 年の調査でついに減少に転じている。 

また、平成 2 年から平成 17 年にかけての人口構成（３区分別）をみると、年少人口の

減少（19.8％→15.0％）、老年人口の増加（15.7％→23.5％）という傾向が現れ、少子高

齢化社会が進展している状況がわかる。 

 

 

 

 

  
 

   

 

 

 

 

 

 
（資料：国勢調査） 

図 3-1 人口と世帯の推移 

 
② 行政区別にみる高齢化の状況 

次頁に、行政区別の高齢化の状況を整理した。これをみると、中心市街地から離れた北

部の中山間地域で高齢化が進展している状況がわかり、これらの地域における高齢者の移

動支援が重要課題となる。

9,220

(19.8%)
8,401

(17.7%)
7,768

(16.2%)
7,031

(15.0%)
316,368

(14.4%)

29,937

(64.4%)
30,384

(63.9%)
29,976

(62.7%)
28,743

(61.4%)
1,356,317

(61.8%)

7,311

(15.7%)

8,744

(18.4%)
10,101

(21.1%)
11,014

(23.5%)

521,984

(23.8%)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

（人）

12,030 13,302

14,204 14,591

〔年少人口：0～14歳　生産年齢人口：15～64歳　老年人口：65歳以上〕

老年

人口

生産

年齢

人口

年少

人口

46,468 47,529 47,845 46,788

平成17年

県平均構成比

2,196,114

世帯数

〈現状〉／○人口減少社会の到来とともに、少子高齢化はこの１０年で急速に進展 
○市街地から離れた北部の中山間地域で、高齢化が進展 

↓ 
〈課題〉／●運転免許証を持たない高校生と高齢者の移動支援 

●高齢化が進む中山間地域の高齢者の移動支援 

人口減少社会の到来

少子高齢化社会の進展
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図 3-2 区別にみる高齢化の状況

高齢化が進展する

中山間地域の高齢

者の移動支援 
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3-1-2．通勤・通学 

 

 

 

 
① 通勤流動 

市内通勤者の 73.4％が市内居住者

であり、残りの 26.6％が市外からの

通勤者である。通勤流動をみると、

市外への流出状況は、長野市（3,311

人）が最も多く、須坂市（1,135 人）、

飯山市（946 人）、山ノ内町（812 人）

と続いている。これに対し市内への

流入は、流出と同様に長野市（1,973

人）が最も多く、山ノ内町（1,355

人）、飯山市（1,085 人）、須坂市（968

人）と続いている。 

 

 

 
                                     図 3-3 通勤流動（平成 17 年） 

② 通学流動 

市内通学者の 56.3％が市内居住者

であり、残りの 43.7％が市外からの

通学者である。通学流動をみると、

市外への流出状況は、長野市（484

人）が最も多く、須坂市（260 人）、

飯山市（132 人）と続いる。これに対

し市内への流入は、須坂市（256 人）

が最も多く、山ノ内町（233 人）、長

野市（136 人）と続いている。 

 

 

 

 

 

 
                                    図 3-4 通学流動（平成 17 年）

〈現状〉／○半数以上が市内居住の通勤・通学者 
○通勤・通学ともに結びつきの強い、長野市との間の流動 

↓ 
〈課題〉／●通勤・通学者に対し、公共交通が担うサービスレベルの検討 

市内通勤者 市内居住者 当市へ通勤

26,479人 19,428人 7,051人

(100.0%) (73.4%) (26.6%)

市内通学者 市内居住者 当市へ通学

2,076人 1,169人 907人
(100.0%) (56.3%) (43.7%)



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 12 - 

 

3-1-3．施設分布状況 

 

 

 

 
市内の主要施設の分布状況をみると、その多くは中心市街地とその周辺に分布している状

況がわかる。ほとんどの施設がバス利用圏域内に含まれているが、利用したい施設に対し、

適当なバスダイヤで運行されているか、検証が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-5 主要施設の分布状況

〈現状〉／○高校、病院、福祉施設、大規模商業施設は、中心市街地周辺に分布 
○主要施設の多くはバス利用圏域内に含まれている 

↓ 
〈課題〉／●目的に対する時間帯のバスダイヤの検証 

主要施設は中心市

街地周辺に分布 

※駅利用圏域／前回計画の考え方に基づき、平成 14 年度ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査結果の「端末交通手段別平均所要時間」の徒歩 10.9

分と、歩行速度 4km/h から利用距離を算出するが、全手段平均所要時間 11.4 分を考慮し、以下のように想定。 

                               徒歩 10.9 分×4km/h＝0.727km･･･駅利用圏域：750ｍ

※バス停利用圏域／高齢者の歩行距離等を考慮し、バス停から 300ｍを利用圏域として設定。･･･････バス停利用圏域：300ｍ
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3-2．公共交通の状況 

3-2-1．鉄道・バスの運行状況 

 

 

 

 
① 鉄道の利用状況 

 
鉄道の市内乗降客数の推移を下に、鉄道・バスの運行状況を次頁に示した。 

市内乗降客数は、平成 11 年の約 250 万人から年々減少を続け、平成 14 年には木島線の廃

止を受け、約 150 万人と大幅に利用者が減少している。その後も利用者の減少傾向に歯止め

はかからず、平成 18 年には約 140 万人となっている。 

鉄道の運行本数は、長野電鉄長野線の信州中野から須坂・長野方面で往復 100 本、湯田中

方面は往復 51 本であり、ＪＲ飯山線では往復 32 本という状況にある。路線バスは、信州中

野駅を起点に幹線道路を放射状に配置され、各路線ともに５往復以上の運行となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料：長野電鉄㈱信州中野駅、JR 東日本） 

図 3-6 鉄道乗降客数の推移 

 

〈現状〉／○年々減少傾向にある鉄道利用者数 
      ○路線バスは、信州中野駅を起点に幹線道路を放射状に配置され、各路線とも５往

復以上の運行 
↓ 

〈課題〉／●市内各地に分布する、バス停利用圏域に含まれない住宅地域への対応 

2,281

1,554
1,492 1,476 1,444 1,426

2,346

2,522

0

300
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900

1,200

1,500

1,800

2,100

2,400

2,700
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（千人）

上今井

替佐
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赤岩

四ヶ郷

中野北

信州中野

延徳

桜沢

Ｊ
Ｒ 

 
 

 
 

長
野
電
鉄 

※平成 14 年 3 月に木島線（田上、柳沢、赤岩、四ヶ郷、中野北）が廃止となっている 
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. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-7 鉄道・バスの運行状況 

長野電鉄長野線
（信州中野⇔須坂･長野方面）

上り 49本

下り 51本
上り下り計 100本

長野電鉄長野線
（信州中野⇔湯田中）

上り 26本
下り 25本

上り下り計 51本

【須賀川線】 

・運行本数：10 本 

（上り 5本+下り 5本）

【中野木島線】 

・運行本数：28 本 

（上り13本+下り15本）

【永田線】 

・運行本数：17 本 

（上り 9本+下り 8本） 

【合庁線】 

・運行本数：14 本 

（上り 7本+下り 7本）

【立ヶ花線】 

・運行本数：12 本 

（上り 6本+下り 6本） 

【上林線】 

・運行本数：12 本 

（上り 6本+下り 6本）

【間山線】 

・運行本数：10 本 

（上り 5本+下り 5本）

バス停利用圏域外の住宅地 

【菅・角間線】 

・運行本数：14 本 

（上り 7本+下り 7本）

ＪＲ飯山線
（長野⇔飯山）

上り 15本
下り 17本

上り下り計 32本
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■１便あたりの平均利用者：2.5 人 

■１便あたりの平均利用者：2.8 人 

■１便あたりの平均利用者：5.1 人 

 
3-2-2．路線バスの便別利用状況 

 

 

 
長電バス乗降客調査（Ｈ19.7）結果より、路線バスの便別利用状況を以下に整理した。 

（1） 立ヶ花線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（2） 間山線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（3） 菅・角間線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※各便の時刻は、「上り」は信州中野駅への到着時刻、「下り」は信州中野駅からの発車時刻を示す。 
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6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

立ヶ花駅⇒中野駅（上り）

中野駅⇒立ヶ花駅（下り）

0

5
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20

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

温泉公園⇒中野駅（上り）

中野駅⇒温泉公園（下り）

0

5

10
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20

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

菅⇒中野駅（上り）

中野駅⇒菅（下り）

※(角)：角間温泉経由

(角)

(角)

(角)

(角)

(角)

(角)

下り始発、日中の上り、16 時以降の下り、上り最終で

特に運行効率が低い。 

上り下りの始発、14 時以降の上下で特に運行効率が低い。 

14 時台の上下、15 時台の上

り、上り下りの最終で特に運

行効率が低い。 

〈現状〉／○立ヶ花線及び間山線では、１便あたりの平均利用者３人未満 
↓ 

〈課題〉／●運行効率の低い立ヶ花線及び間山線の運行改善 
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■１便あたりの平均利用者：4.6 人 

■１便あたりの平均利用者：6.5 人 

■１便あたりの平均利用者：4.7 人 

 
（4） 合庁線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（5） 永田線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（6） 須賀川線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※各便の時刻は、「上り」は信州中野駅への到着時刻、「下り」は信州中野駅からの発車時刻を示す。 

 

 

0

5

10

15

20

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

飯山駅前⇒中野駅（上り）

中野駅⇒飯山駅前（下り）

(長)
(長)

(長) (長)(長)

(長) (長)
(長)

(長)

※(長)：長嶺団地経由

下り始発、上り下りの最終で特に運行効率が低い。 

0
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6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

（人）

落合北⇒中野駅（上り）

中野駅⇒落合北（下り）

0
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6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

親川⇒中野駅（上り）

中野駅⇒親川（下り）

(永)

(永)
(永) (永)

(永)

(永)

(永)

(永)

※(永)：永田発着

上り下りの最終及び 19 時台以降

の便で特に運行効率が低い。 

12 時台の上り、14 時、16 時台の下りで特に運行効率が低い。
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■上林線 １便あたりの平均利用者：9.4 人 

■中野木島線 １便あたりの平均利用者：11.4 人 

 

 
（7） 上林線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（8） 中野木島線 
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(公)
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※(公)：若宮公民館経由
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6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00

(人)

上林温泉⇒中野駅（上り）

中野駅⇒上林温泉（下り）

12 時台の上りで特に

運行効率が低い。 

18 時、20 時台の上りで運行効率が低いものの、

各便の利用者は概ね 5人以上。 

※各便の時刻は、「上り」は信州中野駅への到着時刻、「下り」は信州中野駅からの発車時刻を示す。 

■立ヶ花線／「6時台の下り始発」「12 時、13 時台の上り」「16 時台以降の下り」「19 時台の上り最終」

■間山線／「7時台の上り下りの始発」「14 時台以降の上り下り」 

■菅・角間線／「14 時台の上り下り」「15 時台の上り」「上り下りの最終」 

■合庁線／「6時台の下り始発」「18 時台の下り最終」「19 時台の上り最終」 

■永田線／「7時台の下り始発」「18 時台以降の上り」「19 時台の下り最終」 

■須賀川線／「12 時台の上り」「14 時、16 時台の下り」 

■上林線／「12 時台の上り」 

■中野木島線／「18 時、20 時台到着の上り」 

≪運行効率の悪い便≫ 
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3-2-3．市所有バスの使用状況 

 

 

 

 

 
現在、市では 12 台のバスを所有している。公共交通整備を財政に配慮した中で進めるにあ

たっては、これら市の所有資産（既存ストック）の有効活用を図ることもひとつの手段であ

り、現状では、利用時間帯、車両構造等の問題から、下に示す４台のスクールバスの活用が

考えられる。しかし、スクールバスにおいては、年間行事など臨時的な利用形態も想定され、

活用に際しては、待機車両を設けるなど、定期運行を実現するための車両管理が重要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-8 市所有バスの使用状況

〈現状〉／○市が所有するバス（12 台）のうち、８台は利用時間不特定、または幼児バスであり、

公共交通としての活用は困難 
↓ 

〈課題〉／●公共交通車両として市所有バスを活用する場合の車両管理 

使用時間帯

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 大型バス
1台

50人乗
(運転手含)

財政課 × 中野市 直営

2 マイクロバス

2台
27人乗
28人乗

(運転手含)

財政課 × 中野市 直営

7:30 15:00

8:58 16:54

4
帯ノ瀬ハイツ

用バス
(福祉目的)

1台
47人乗

(運転手含)

健康
長寿課 × 民間

ｼﾙﾊﾞｰ人材
ｾﾝﾀｰ

8:30 16:20

8:40 16:30

6
平岡保育園

送迎

1台
幼児バス
大人　3人
小人　39人

保育課 ×
民間

1ヶ月ﾘｰｽ代
40,740円

委託
中野ﾊｲﾔｰ

7
みなみ保育園

送迎
1台

小人　70人
保育課 ×

民間
1ヶ月ﾘｰｽ代
40,950円

委託
山田ﾀｸｼｰ

8
たかやしろ
保育園送迎

2台
中型

大人　3人
小人　39人

保育課 ×

民間
1ヶ月ﾘｰｽ代
（1台）
55,125円

ｼﾙﾊﾞｰ人材
ｾﾝﾀｰ

7:40 15:15

8:40 17:00

7:40 15:15

8:40 17:00

委託
中野ﾊｲﾔｰ○

民間
1ヶ月ﾘｰｽ代
34,125円

1台
小人　50人

保育課5
平野保育園
平野小学校

送迎

車両の
所有者

名称・仕様 台数 所管課
運行
形態

委託
山田ﾀｸｼｰ
中野ﾊｲﾔｰ

3

高丘小学校
高丘保育園
長丘保育園

送迎

1台
大人　29人

教育
委員会

永田保育園
永田小学校

送迎

1台
大人　29人

10
豊井保育園
豊井小学校

送迎

9

教育
委員会

○

○
1台

大人　29人

教育
委員会

活用の
可能性

ｼﾙﾊﾞｰ人材
ｾﾝﾀｰ

ｼﾙﾊﾞｰ人材
ｾﾝﾀｰ

中野市

中野市

○ 中野市

利用時間不特定のため使用不可

幼児バスのため使用不可

利用時間不特定のため使用不可

幼児バスのため使用不可

幼児バスのため使用不可

大型バスのため使用不可
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3-2-4．高丘地区デマンドタクシーの状況 

 

 

 

 

市では、平成 20 年 1 月 7 日より、高丘地区で福祉乗り合いタクシー（｢お出かけタクシー

乗り合い君｣）の試行運転を実施したが、利用者数が少ないため試行を中止している。事業の

概要を以下に整理した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪サービスの概要≫ 
交通弱者の移動手段の確保を目的とし、自宅から安源寺バス停、または立ヶ花駅の間を乗り

合いのタクシーで送迎する。利用に際しては事前予約が必要であり、１回につき 300 円の料金

で利用ができる。 

≪利用状況≫ 
 平成 20 年 1 月から 12 月までの 12 ヶ月間で僅か 18 人の利用であった。 

≪問題点・課題≫ 
・ 乗り継ぎを前提としたシステムであるため、ドア to ドアサービスの利点が十分生かされて

いない。乗り継ぎのデメリット感を補う工夫が必要であった。 

・ 利用者数は 12 ヶ月で 18 人と非常に少なく、採算性が大きな課題であった。 

・ 実際の利用者、利用が想定される高齢者等にインタビューを行い、利用者のニーズを十分

に把握する必要があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高丘地区概況図＞ 

〈現状〉／○試行運転期間中の利用者数が少なく、試行を中止した。 
↓ 

〈課題〉／●本計画でデマンド方式の導入を図る場合においての、当該事例を踏まえたシステム

の検討 

安源寺バス停・立ヶ花駅

での乗り継ぎを前提と

したシステム 
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＜事業概要＞ 
種別／名称 デマンドタクシー／『お出かけタクシーのりあい君』 

実施場所 
中野市高丘地区（安源寺、栗林、牛山、立ヶ花、草間、日和、大俣） 

（地区人口：3,975 人、地区高齢化率：22.5％）※H19.12.31 現在 

目  的 交通弱者の移動手段の確保 

実施期間 平成 20 年 1 月から平成 20 年 12 月 

事業主体 中野市タクシー協会 

内  容 ●事業概要／自宅とバス停、または自宅と駅間を乗り合いのタクシーで送迎する

サービス。 

●運行日／運行日は次のとおり。（祝日は休み） 

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

運行状況 休み ○ 休み ○ 休み ○ 休み 
 

●利用料金／利用 1回につき 300 円 

●車両／５人乗りのタクシー（中野ハイヤー、山田タクシー、高水タクシーによ

る運行（市による委託）） 

●時刻表／時刻表は次のとおり。 

 

 

 

 

 

●利用方法／事前に氏名・住所・電話番号等を登録が必要となる。利用の際は、

指定された時間までに電話で予約申込み（①利用希望日時、②行き先）を行う。

●利用状況／利用状況は次のとおり。（H20.1 月～H20.12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

 

行き先
出発
予定

到着
予定

接続状況 予約受付

1 自宅→安源寺ﾊﾞｽ停 7:35 8:05 路線ﾊﾞｽ上り：（8:14発）
2 自宅→安源寺ﾊﾞｽ停 8:35 9:05 路線ﾊﾞｽ上り：（9:14発）
3 自宅→立ヶ花駅 9:45 10:15 ＪＲ：（上り/10：41発、下り/10：23発） 9：00迄
4 安源寺ﾊﾞｽ停→自宅 11:06 11:35 路線ﾊﾞｽ下り：（11:06着） 10：00迄
5 安源寺ﾊﾞｽ停→自宅 13:01 13:30 路線ﾊﾞｽ下り：（13:01着） 12：00迄
6 立ヶ花駅→自宅 14:31 15:00 ＪＲ：（上り/14：31着、下り/14：13着） 13：00迄

便番

前日
21：00迄

行
き

帰
り

安源寺 栗林 牛出 立ヶ花 草間 日和 大俣 計

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 4 5

0 0 0 0 0 0 6 6

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 1

0 0 2 0 1 0 0 3

0 0 2 0 0 0 1 3

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 4 0 3 0 11 18

11月

4月

計

5月

6月

7月

8月

9月

合
計

1月

2月

3月

10月

12月

　　　　地区
番号
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3-2-5．公共交通不便地域の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-9 利用不便地域の分布状況

〈現状〉／○公共交通を利用したくても利用できない利用不便地域が市内に多く存在 
↓ 

〈課題〉／●利用不便地域に対し、公共交通が担うサービスレベルの検討 

公共交通不便地域については、利用の可能性を踏ま

えて次の 2通りに分類する。 

■利用不便地域／公共交通利用圏域外にあり、利用し

たくても利用できない地域 

■低サービス水準地域／公共交通利用圏域に含まれる

が、利用に際して不便を生じる地域 
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19.3%27.2% 22.3%

8.2%

0.9%

22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

　　　　　　　　<バス>
　　　 　　<ＪＲ>　　　<タクシー>　　　　 <その他>

(15,460千円)

(4,660千円)

(527千円)

(12,511千円)

(10,953千円)(12,654千円)

路線バス　　　　教育関係　　　　　　　　　　福祉関係

 

3-2-6．公共交通に対する行政負担額 

 

 

 

 

 
低迷する経済情勢を背景

に、平成 17 年に約 6,200

万円であった公共交通対策

経費は、平成 18 年度から中

野木島線の補助（780 万円）

がなくなったことから、平

成20年には約5,700万円と

減少し、そのうちのおよそ

3 割（約 1,500 万円）が路

線バス運行補助にあてられ

ている。また、平成 17 年以

降の市民 1人あたりの負担

金額は、概ね 1,200 円程度

で推移している。 
                          図 3-10 公共交通対策経費の推移（Ｈ17～Ｈ20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  図 3-11 公共交通対策経費の内訳（H20 予算）

〈現状〉／○平成 17 年に約 6,200 万円であった公共交通対策経費は、平成 18 年度から中野

木島線の補助がなくなり、平成 20 年には約 5,700 万円と減少 
○公共交通対策費に対する、市民１人あたりの負担金額：約 1,200 円 

↓ 
〈課題〉／●厳しい財政状況の中で、行政が負担すべき公共交通サービス内容の検討 

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20
路線バス（千円） 22,071 14,791 15,460 15,460
教育関係（千円） 14,530 13,447 13,229 12,654
福祉関係（千円） 25,307 25,644 28,448 28,651

公共交通対策費計（千円） 61,908 53,882 57,137 56,765

総人口（人） 46,788 46,487 46,348 46,118
市民1人あたりの負担金額（円） 1,323 1,159 1,233 1,231

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

（千円）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400
（円）

路線バス（千円） 教育関係（千円）

福祉関係（千円） 市民1人あたりの負担金額（円）

公共交通対策事業 Ｈ20予算
菅･角間線 3,246
合庁線 6,060
立ヶ花線 3,676
間山線 2,478
遠距離通学児童(小学生)に対し通学マイクロバス運行 6,319
遠距離通学生徒(中学生)に対し定期代を交付 6,335
上今井、替佐駅乗車券委託販売 4,660
バス回数券購入費助成 527

福祉関係 交通弱者対策 2,746
通院等託タクシー助成事業 967
独り暮らし高齢者通院費助成事業 3,163
移送サービス費助成事業 1,273
施設通所者送迎タクシー運行委託事業 4,362

その他 シルバー乗車券給付事業 10,953

タクシー

路線バス

教育関係

ＪＲ
バス

福
祉
関
係

分野
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9.1
①

35.4

①

48.8

①

4.5
②

20.0

②

27.9

②

40.9
③

21.5

③

11.6

③

27.3
④

10.8

④

2.3④

4.6

⑤

7.0

⑤

4.6

⑥

13.6
⑥

4.5
⑧

2.3⑧

3.1⑧

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

鉄道利用者

バス利用者

総計

①通勤 ②通学 ③買い物

④通院 ⑤レジャー･娯楽 ⑥私用（銀行・役所等）

⑦営業･業務 ⑧塾･習い事

鉄道利用者の利用目的

の約 8 割が通勤・通学、

バス利用者の利用目的の

約 7割が買い物・通院 

 

3-3．住民アンケートにみる公共交通の利用実態 

3-3-1．調査概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-2．全体的傾向 

（1） 主な交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査期間／平成 20 年 6月 12 日から 6月 25 日まで 

■調査対象／本市 16 歳から 80 歳までの男女 2,700 人。調査対象者は無作為抽出 

■配布・回収状況／配布件数：2,700 件、回収件数：959 件、回収率 35.5％ 

■アンケート結果の精度（信頼度）／本調査の有効回収件数の 959 件は、統計理論に基づく下記

の算定式（信頼度係数 95％、許容できる誤差の範囲 5％）より抽出される必要標本数 380 件を

上回っており、十分信頼性が確保できる回収件数と判断される。 

 

 

ｎ：必要標本数（回収件数） 

Ｋ(α)：信頼度係数＝1.96（通常、信頼度を 95％とするため（固定係数）） 

ε：許容できる誤差の範囲（概ね５％程度） 

ρ：母比率＝50％（必要標本数は 50％で最大となるため） 

Ｎ：母集団＝37,383 人（調査対象年齢） 

<算定式> 

1
)100(

1
)(

2

+
−
−

⎥
⎦

⎤
⎢
⎣

⎡
=

ρρα
ε N

K

Nn  

8.2 6.5 67.0 7.0 3.8

1.9

3.3

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

①徒歩 ②自転車・バイク
③自動車（ご自身で運転） ④自動車（誰かに送ってもらう）

⑤鉄道 ⑥バス
⑦その他 ⑧無回答

①   　② 　 　　　　　　　　　　 ③ 　　   　　　　　　　　　  ④   ⑤⑥ ⑦⑧

≪公共交通利用者の主な外出目的≫ 

自動車利用が約 7割と大半を占めており、自動車の依存度が非常に高い

公共交通機関利用

（鉄道・バス）は約 6％
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68.3 7.7 10.3

1.4
2.2

1.4

8.4

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①通勤 ②通学 ③買物

④通院 ⑤レジャー・娯楽 ⑥私用（銀行・役所等）

⑦営業・業務 ⑧塾・習い事

　　　　　　　　　　　　①   　　　　　　　         　 ②  　③　 ④⑤⑥ ⑦　⑧

68.0 22.7

5.3 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

③買物 ④通院 ⑤レジャー・娯楽 ⑥私用（銀行・役所等） ⑦営業・業務 ⑧塾・習い事

　                   　 ③　　                    　　　④        　⑤   ⑥

就業・就学者が対象の場

合、「通勤」が約 7 割と大半

を占め、「買い物」「営業・業

務」「通学」が各々1割程度 

9.2

3.4

17.3

7.2

10.0

7.1

7.4

10.7

7.7

3.4

8.2

5.8

6.2

4.0

32.1

16.7

14.3

10.0

7.1

15.4

27.6

25.0

10.7

82.2

93.1

76.9

86.6

86.0

60.7

75.9

75.0

90.0

92.9

76.9

69.0

75.0

81.1

3.4

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中野地区

日野地区

延徳地区

平野地区

高丘地区

長丘地区

平岡地区

科野地区

倭地区

上今井地区

豊津地区

永田地区

不明

総計

条件が整えば鉄道を利用する 条件が整えばバスを利用する 全く考えていない

 
（2） 主な外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-3．地区別住民意向 

（1） 自動車利用から公共交通利用への転換の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪就業・就学されている方≫ 

≪就業・就学されていない方≫ 

就業・就学していない者が

対象の場合、「買物」（68.0％）

と「通院」（22.7％）で全体

の約 9割 

延徳地区を除く

他の地区では、自動

車から鉄道への潜

在的な転換需要は

1割程度と低い 

長丘地区及び永田地区では、市内でバスへの潜在的な転換需要が比較的高い
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16.7

11.1

15.6

13.4

17.2

20.7

13.8

24.1

15.2

15.0

15.0

22.2

16.0

45.3

29.9

34.4

17.2

25.0

17.2

21.2

20.0

15.0

25.0

50.0

27.8

52.8

50.0

39.1

51.5

39.1

62.1

52.5

55.2

54.5

55.0

60.0

52.8

25.0

50.8

4.4

8.3

5.2

9.4

8.8

9.1

10.0

10.0

25.0

5.4

30.6

26.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中野地区

日野地区

延徳地区

平野地区

高丘地区

長丘地区

平岡地区

科野地区

倭地区

上今井地区

豊津地区

永田地区

不明

総計

地域が実施主体となる輸送方式 予約型の乗り合い（デマンド）による輸送方式

現在の運行方法の改善による対応 その他

 
（2） バスの運行方式を見直す場合に望ましい輸送方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3-4．年代別住民意向 

（1） 主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延徳地区、高丘地区、日野地区では、市内でデマンド輸送方式に対

する要望が比較的高い 

全体的に、

現在の運行

方式の改善

への要望が

多い 

7.5

9.7

9.8

8.9

10.3

5.7

8.2

32.5

4.5

1.3

4.2

9.2

7.6

6.5

25.0

76.8

75.3

83.0

81.3

73.0

67.1

83.3

74.0

30.0

7.3

5.8

7.3

11.4

16.7

2.4
4.9

3.8

2.0

0.6

1.6

1.3

2.5

1.2

0.6

0.6

1.6

7.0

1.9

3.9

3.9

2.5

6.3

2.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

総計

徒歩 二輪 自動車 鉄道 バス その他

20 歳未満では自転車等

の二輪が多い 

20 歳代から 60 歳代では、自動車

を主な移動手段とする人が 70％以

上と多数を占める 
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（2） 主な外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（3） 自動車利用から公共交通利用への転換の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8

41.7

64.7 11.8

16.7

3.0

4.1

8.3

26.0

9.2

9.8

14.3

13.5

8.3

7.6

10.2

8.9

16.7

10.2

5.3

9.7

7.4

9.7

11.3

14.5

9.6

2.6

6.2

5.6

5.3

3.0

4.1

3.9 4.6

3.0

2.230.3

66.7

19.4

38.5

40.8

47.4

3.8

2.7

0.3

1.1

2.3

29.2

37.9

33.1

27.4

28.1

24.7

27.1 0.8

12.3

1.5

3.0

2.6
1.5

2.0

2.1

1.7

2.5

1.9

2.0

2.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

総計

通勤 通学 買い物 通院 レジャー･娯楽 私用（銀行・役所等） 営業･業務 塾･習い事 その他

20 歳代から 50 歳代では、通勤が 40％前後と多い 

0.0

13.0

12.6

5.2

8.2

6.8

8.2

16.7

5.6

8.1

7.6

9.6

18.6

18.2

10.7

83.3

81.5

79.3

85.7

85.2

73.2

75.0

81.1

6.7

0 20 40 60 80

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

（％）

条件が整えば鉄道を利用する 条件が整えばバスを利用する
全く考えていない全体として公共交通利

用への転換の可能性が低

い中、60 歳以上の高齢者及

び 20 歳未満では、バス利

用への潜在的な需要が他

の年齢層に比べ高くなっ

ている 

20 歳代から 50 歳代では、「自動車から公共交通利用への転換を全く考え

ていない」と回答した人が 8割前後を占め、その可能性は圧倒的に低い 

60 歳以上では、買物・通院の割合が高く、特に 70歳以上では、

合わせて 64％と半数以上を占める 

≪住民意向調査に基づく課題≫ 
■バス利用への転換可能性が高い高齢者層を対象とした公共交通整備の必要性 
■高齢者の利用目的に合った公共交通サービスの提供 
■慣れ親しんだ現行の運行システムを活かしたバス路線の見直し 
■地域特性に配慮した公共交通体系の構築 
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3-4．路線バスのサービスレベル 

3-4-1．路線別サービスレベルの現状 

（1） サービスレベルの視点 

下に示した視点に基づき、路線バスのサービスレベルの現状を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（2） 立ヶ花線 （廃止代替路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-12 路線バス運行ダイヤ（立ヶ花線） 

（3） 間山線 （廃止代替路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-13 路線バス運行ダイヤ（間山線） 

（1）長野市への通勤・通学  

・行き：長野駅に概ね 8時までに到着可能である 

・帰り：長野駅発 18 時台の便との接続が可能である 

※バスと鉄道の乗り継ぎは、20分以内を接続条件として設定している。 

（2）中野市街地への通勤・通学 

・行き：信州中野駅に概ね 8時までに到着可能である 

・帰り：信州中野駅発 16 時半から 18 時までの便で帰宅が可能（通学を想定） 

：信州中野駅発 18 時以降の便で帰宅が可能（通勤を想定） 

（3）中野中心市街地への往復  

・午前：午前に出て、市街地で 2時間滞在後に午前便で帰宅可能 

・午後：午後に出て、市街地で 2時間滞在後に 5時台の便で帰宅可能 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：×〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤/○・通学/×〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：○〕 

6:55

7:25

7:47

7:16

7:55

9:05

8:16

9:27
11:15

11:50

11:36

12:12

12:50

13:25

13:11

13:47

16:20

17:00

16:41

17:22
18:35

18:56

18:56

19:18

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：×〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤×・通学○〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：△、午後：○〕 

中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

中野市街地への往復が可能 

7:00

7:20

7:18

7:38

9:40

10:00

9:58

10:18

11:15

11:35

11:33

11:53

14:25

14:45

14:43

15:03

17:50

18:10

18:08

18:28

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への往復が可能中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能
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（4） 菅・角間線（廃止代替路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-14 路線バス運行ダイヤ（菅・角間線） 

（5） 合庁線 （廃止代替路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-15 路線バス運行ダイヤ（合庁線） 

（6） 永田線 （長電バス㈱直営路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-16 路線バス運行ダイヤ（永田線） 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：○〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤○・通学○〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：○〕 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：○（○）〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤○・通学○〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：○〕 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：×〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤○・通学×〕  

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：△〕 

6:40

7:25

7:20

8:11

7:55

8:40

8:35

9:26

8:30

9:20

9:10

10:06

11:10

12:00

11:56

12:46

13:10

14:00

13:56

14:46

16:10

17:25

16:56

1805

18:15

19:05

19:01

19:45

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への往復が可能

中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

8:25

7:35

9:24

8:06

10:45

9:10

11:16

10:05

12:10

11:25

13:09

11:56

14:25

12:55

14:56

13:59

16:00

15:05

16:31

15:36

17:15

16:35

18:14

17:06

19:10

18:00

19:41

18:55

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

中野市街地への往復が可能

7:05

7:20
7：53

7:53

7:55

8:00
8:28

8:33

8:45

10:55
9:28

11:28

11:35

12:50
12:08

13:39

15:20

13:45

16:06

14:28
17:05

16:10

17:51

16:53
18:10

17:55

18:56

18:38
19:10

19:10

19:46

19:43

19:50

20:20

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

中野市街地への往復が可能
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（7） 須賀川線 （長電バス㈱直営路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 図 3-17 路線バス運行ダイヤ（須賀川線） 

（8） 上林線 （長電バス㈱直営路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-18 路線バス運行ダイヤ（上林線） 

（9） 中野木島線 （長電バス㈱直営路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 図 3-19 路線バス運行ダイヤ（中野木島線） 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：×〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤○・通学×〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：△〕 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：×〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：×、帰り：通勤×・通学×〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：○〕 

（1）長野市への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：○〕 

（2）中野市街地への通勤・通学 ⇒〔行き：○、帰り：通勤○・通学○〕 

（3）中野中心市街地への往復 ⇒〔午前：○、午後：○〕 

8:20

7:15

8:57

7:55

11:30

9:05

12:07

9:42

14:20

12:15

14:57

12:52

16:00

15:00

16:37

15:37

18:05

16:40

18:47

17:17

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への通勤・通学が可能 

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

中野市街地への往復が可能

9:10

8:25

9:46

9:01
10:35

9:46

11:11

10:22
11:35

11:11

12:11

11:47
12:55

12:11

13:31

12:47
14:20

13:31

14:56

14:07
15:20

15:56

15:56

16:32

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

中野市街地への往復が可能

:05

:15

:40

:30

:40

:50

:20

:30

:55

:20:20

:05
:50

:50

:33

:25

:50

:00

:33

:40

:40

:03

:23

:20

:15

:23

:23

:40

:03

:35

:00

:18

:10

:00

:43

:53

:03

:08

:05

:51

:40

:55

:05

:35 :35

:45

:00

:55

:45

:35

:50

:55

:40

:00

:55

:40

:55

:30 :03

:35

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00

下り

上り 中野市街地への往復が可能 
（複数のパターンで対応可能）

中野市街地への通勤もしくは通学が可能

中野市街地への通勤・通学が可能 
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3-4-2．路線別サービスレベルの課題 

（1） 長野市への通勤・通学 

 

 

 

 

永田線、中野木島線を除く 6路線で、想定した条件が満たされていない状況である。また、

路線バスから長野電鉄へ乗り継ぐと、利用運賃は片道だけで 1420 円以上となる地域も存在し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-20 路線バスのサービスレベル（中野中心市街地への通学） 

長野方面への通勤・通学

行き 帰り

長駅駅に8：00
までに到着

長野駅
18：00台の便

との連絡

■立ヶ花線 × ×

■間山線 × ×

■菅・角間線

①直通
②角間温泉経由

■合庁線

①直通
②長嶺経由

■永田線

①親川行き
②永田止まり

■須賀川線 × ×

■上林線 × ×

■中野木島線

①直通
②公民館経由

×

×

路線名

○
信州中野駅
①19：10発

○
信州中野駅
①6：45着

×

○
信州中野駅
①19：00発
①19：50発

○
替佐駅

①7：25着

○
替佐駅

①18：33発

「行き」「帰り」の条件を

満たす路線は、永田線、

中野木島線のみ 

〈現状〉／○「行き」「帰り」の条件を満たすのは、永田線、中野木島線のみ 
○市内から公共交通のみを利用し、長野駅へ行く場合の所要時間・運賃の最高値 

＝片道約 90 分、1,420 円

↓ 
〈課題〉／●通勤・通学者に対し、公共交通が担うサービスレベルの検討 
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図 3-21 中野市及び長野市間の公共交通の所要時間及び利用運賃

《長野市へ行く場合の公共交通の利用環境》 
市内の路線バスは、長野電鉄信州中野駅を中心に放射状に運行し、公共交通を利用して市外へ

行く場合には、ＪＲ飯山線を利用する永田線及び立ヶ花線の利用者を除き、長野電鉄が主要な移

動手段となる。    
公共交通のみを利用して長野市へ移動する場合の所要時間、運賃の最高値をみると、長野電鉄

利用でおよそ 70 分～90 分、1140 円～1420 円、ＪＲ飯山線利用でおよそ 60 分、830 円となり、長

野電鉄を使う場合には片道だけで 1000 円以上の交通費が必要となることから、経済的負担が大き

い。 
 

 

 

●市内から公共交通のみを利用して長野駅へ行く場合の所要時間・運賃の最高値 

【長野電鉄を利用】所要時間：（バス／15 分～35 分） ＋（鉄道／50 分） ＝ 70 分～90 分 

運  賃：（バス／260 円～540 円）＋（鉄道／880 円） ＝ 1140 円～1420 円 

【ＪＲ飯山線を利用】所要時間：（バス／20 分） ＋（鉄道／30分） ＝ 60 分 

運  賃：（バス／430 円）＋（鉄道／400 円） ＝ 830 円 
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（2） 中野中心市街地への通勤・通学 

 

 

 

「行き」については、上林線を除く７路線で想定した条件を満たし、「帰り」については、

通勤と通学を想定した各時間帯で、それぞれ対応状況が異なり、通勤の帰りは６路線、通学

の帰りでは４路線が条件を満たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-22 路線バスのサービスレベル（中野中心市街地への通学）

中野中心市街地への通勤・通学

行き 帰り

信州中野駅に
8：00に到着

信州中野駅発
　（16：30
　　　～18：00）

信州中野駅発
（18：00～）

■立ヶ花線
○

7：47着
×

○
18：35発

■間山線
○

7：38着
○

17：50発
×

■菅・角間線

①直通
②角間温泉経由

■合庁線

①直通
②長嶺経由

■永田線

①親川行き
②永田止まり

■須賀川線
○

7：55着
×

○
18：05発

■上林線 × × ×

■中野木島線

①直通
②公民館経由

○
①17：05発

○
①18：10発
②19：10発

○（①のみ）
1時間に

約1便あり
（最終20：55）

路線名

○
①7：30着
①8：05着

○
①8：06着

○
②8：11着

×

○
①17：05発

○
②18：15発

○
①19：10発

○
①7：53着

○
①17：15発

通学で「行き」「帰り」の

条件を満たす路線は、間

山線、菅･角間線、永田線、

中野木島線の４路線 

通学の状況 

（16:30～18:00 の便で帰宅が可能）

〈現状〉／○通学で「行き」「帰り」の条件を満たす路線は、間山線、菅･角間線、永田線、中野木

島線の４路線 
↓ 

〈課題〉／●高校生の通学に合わせたバスダイヤの改善 
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（3） 中野中心市街地への午前・午後での往復 

 

 

 

中心市街地への午前・午後での各往復では、全ての路線で概ね想定した条件が満たされて

いる。しかし、現状のバスの利用形態から、通勤・通学以外では、高齢者の通院、買物が主

な利用目的であり、便によっては到着時刻が早い、便数が少なく市街地での滞在が長時間と

なるため、ダイヤの改善が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-23 路線バスのサービスレベル（中野中心市街地への午前・午後での往復） 

間山線の午前便の

到着時間は７時台

と早い 

午前中 午後中

■立ヶ花線
○

上り9：27着
下り11：15発

○
上り13：47着
下り16：20発

■間山線
▲

上り7：38着
下り9：40発

○
上り15:03着
下り17：50発

■菅・角間線

①直通
②角間温泉経由

■合庁線

①直通
②長嶺経由

■永田線

①親川行き
②永田止まり

■須賀川線
○

上り9：42着
下り11：30発

▲
上り12：52着
下り16：00発

■上林線
○

上り9：01着
下り11：35発

○
上り12：47着
下り14：20発

■中野木島線

①直通
②公民館経由

○
上り8：06着
下り10：45発

○
上り13：59着
下り16：00発

○
上り9：26着
下り11：10発

▲
上り12：46着
下り16：10発

○
上り8：28着
下り10：55発

○
上り14：28着
下り17：05発

○
複数パターン

で可能

○
複数パターン

で可能

路線名

中野中心市街地への往復
（2時間程度の滞在を想定）

合庁線、須賀川線の

午後便では、滞在時

間が３時間以上とな

る 

〈現状〉／○全路線で午前・午後での往復は可能であるが、間山線、合庁線、須賀川線の接続状

況が悪い（到着時刻が早い、滞在時間が長くなる） 
↓ 

〈課題〉／●利用目的に適したバスダイヤの改善 
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4．公共交通整備に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈利用目的に対応した公共交通のあり方〉 
●路線バスの効率的な運行 
●観光施設との連携 
●豊田地域（旧豊田村）におけるバス路線の検証（永

田線） 
〈交通手段の連携による公共交通の利便性強化〉 
●鉄道事業者との調整 
●公共交通利用転換への市民意識の醸成 

〈移動手段確保に係わる新たなシステム導入の検討〉 
●地域への導入効果を踏まえた輸送システムの検討 

〈既存ストックの活用と我慢の共有〉 
●中心市街地の商店街との連携 

《前回計画の検証》 

〈人口の状況〉 
●運転免許証を持たない高校生と高齢者の移動支援 
●高齢化が進む中山間地域の高齢者の移動支援 

〈通勤・通学〉 
●通勤・通学者に対し、公共交通が担うサービスレベ

ルの検討 
〈施設分布状況〉 
●目的に対する時間帯のバスダイヤの検証 

《中野市の概況》 

〈鉄道・バスの運行状況〉 
●市内各地に分布する、バス停利用圏域に含まれない

住宅地域への対応 
〈路線バスの便別利用状況〉 
●運行効率の低い「立ヶ花線」及び「間山線」の運行

改善 
〈市所有バスの使用状況〉 
●公共交通車両として市所有バスを活用する場合の車

両管理 
〈高丘地区デマンドタクシ－の状況〉 
●本計画でデマンド方式の導入を図る場合において

の、当該事例を踏まえたシステムの検討 
〈公共交通不便地域の状況〉 
●利用不便地域に対し、公共交通が担うサービスレベ

ルの検討 
〈公共交通に対する行政負担額〉 
●厳しい財政状況の中で、行政が負担すべき公共交通

サービス内容の検討 

《公共交通の状況》 

〈住民意向調査に基づく課題〉 
●バス利用への転換可能性が高い高齢者層を対象とした公共交通整備の

必要性 
●高齢者の利用目的に合った公共交通サービスの提供 
●慣れ親しんだ現行の運行システムを活かしたバス路線の見直し 
●地域特性に配慮した公共交通体系の構築 

 
 

《住民アンケートにみる公共交通の利用実態》 

〈長野市への通勤・通学〉 
●通勤・通学者に対し、公共交通が担うサービスレベルの検討 

〈中野中心市街地への通勤・通学〉 
●高校生の通学に合わせたバスダイヤの改善 

〈中野中心市街地への午前・午後での往復〉 
●利用目的に適したバスダイヤの改善 

《路線バスのサービスレベル》 

0.0
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75.0

81.1

6.7

0 20 40 60 80

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

（％）

条件が整えば鉄道を利用する 条件が整えばバスを利用する
全く考えていない

16.7

11.1

15.6

13.4

17.2

20.7

13.8

24.1

15.2

15.0

15.0

22.2

16.0

45.3

29.9

34.4

17.2

25.0

17.2

21.2

20.0

15.0

25.0

50.0

27.8

52.8

50.0

39.1

51.5

39.1

62.1

52.5

55.2

54.5

55.0

60.0

52.8

25.0

50.8

4.4

8.3

5.2

9.4

8.8

9.1

10.0

10.0

25.0

5.4

30.6

26.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中野地区

日野地区

延徳地区

平野地区

高丘地区

長丘地区

平岡地区

科野地区

倭地区

上今井地区

豊津地区

永田地区

不明

総計

地域が実施主体となる輸送方式 予約型の乗り合い（デマンド）による輸送方式

現在の運行方法の改善による対応 その他

① 

②

③
④

高齢化が進む中山間地域 

（倭地区・科野地区・永田地区）

運行効率の悪いバス路線 

（立ヶ花線・間山線） 

市内でデマンド方式に対する要望

が比較的高い地域 

（日野地区・延徳地区・高丘地区）

主要施設が集中す

る中心市街地周辺

①日野地区、延徳地区、高丘地区

では、市内でデマンド輸送方式

に対する要望が比較的高い 
②全体的に、現在の運行方式の改

善への要望が多い 

③20 歳代から 50 歳代では、「自動

車から公共交通利用への転換を

全く考えていない」と回答した

人が 8 割前後を占め、その可能

性は圧倒的に低い 

④全体として公共交通利用への

転換の可能性が低い中、60歳以

上の高齢者及び 20 歳未満では、

バス利用への潜在的な需要が他

の年齢層に比べ高くなっている 



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 35 - 

 

5．中野市の目指す公共交通の考え方 

5-1．それぞれの立場に求められる役割 

（1） 行政に求められる役割 

 

 
少子高齢化を背景とする社会保障費の増加、地方分権の進展に伴う国からの補助金、地方

交付税の削減などから、本市のみならず多くの地方自治体は厳しい財政状況に陥っている。

今後、さらに高齢者の割合が増加することが予測されており、安心・安全なまちづくりの観

点から、限られた財源の中で持続可能な公共交通体系の構築が求められている。 

こうした流れを受け、国は、地域公共交通の活性化及び再生を支援する、多様な制度を創

設している。行政は、こうした制度を活用する中で、最低限必要な交通サービスの確立とと

もに、地域における交通弱者の移動手段の確保を目的として、住民、交通事業者、事業所等

と協働して取り組むことが重要である。 

（2） 交通事業者に求められる役割 

 

 
車社会が定着した多くの地方都市では公共交通利用者が減少し、公共交通自体の存続が危

ぶまれている。市内の路線バスを運営する長電バス㈱も同様であり、全８路線のうち４路線

が廃止代替バス※となっている。事業者としても、利用状況、地形状況等から判断し、小型車

両による運行が望ましいと考えているものの、経営状態の悪化から購入資金に目処が立たな

いのが現状である。タクシー事業者についても、経営状態の悪化に加え、若い労働者の参入

も少なく、運転手の高齢化などを背景に、持続的な事業運営への不安が生じている。 

このような厳しい状況の中、交通事業者には、本計画の実現に向け事業者としての立場か

らの提案とともに、計画の推進に向けた協力的な事業運営が求められる。 

 
 

 
（3） 住民に求められる役割 

 
 

公共交通のサービスレベルの改善が図られたとしても、地域の住民が実際に利用しなけれ

ば公共交通の維持は困難であり、極端に利用が少ない路線については廃止となる可能性も否

定できない状況である。実際の利用者である住民には、公共交通は「乗らないと残らない」

という現実を踏まえ、『市民自らが利用することで残していく』という意識改革が求められる。 

また、自然災害、環境汚染問題などを背景に、全世界的に地球環境への関心が高まる一方

で、地球環境に優しいとされる公共交通（ＣＯ2排出量が自家用自動車の約３割以下）の利用

促進に直結していない状況からも、公共交通に対する意識の低さが読み取ることができる。 

■限られた財源の中で、持続可能な公共交通体系の構築 
■最低限必要な交通サービスの確立とともに、地域における交通弱者の移動手段の確保 

※廃止代替バス：バス事業者が廃止とした採算性の低い路線について、市が運行経費の全部または一部を負

担して運行しているバス。（中野市では、立ヶ花線、間山線、菅･角間線、合庁線が該当） 

■事業者としての立場からの提案  ■計画推進に向けた協力的な事業運営 

■「公共交通は市民自らが利用することで残していく」という意識の改革 
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5-2．公共交通機能分類 

公共交通の役割を明確にするため、現状の利用状況から次のとおり機能分類を行った。 

 
分 類 該当要素 考え方 

都市間鉄道軸 「ＪＲ飯山線」 県外地域との移動を担う広域鉄道 

地域間鉄道軸 「長野電鉄」 北信地域の市町村間の移動を担う地域鉄道 

基幹バス路線 

「中野木島線」「上林線」

「菅・角間線」「合庁線」

「須賀川線」「永田線」 

次のいずれかの条件に該当するバス路線 

①２つ以上の市町村を運行する路線 

②１便あたりの平均利用者数が５人以上となる路線

乗り継ぎ拠点駅 「信州中野駅」「替佐駅」

次のいずれかの条件に該当する鉄道駅 

①バスの発着起点となる駅 

②都市間鉄道軸と基幹バス軸の交差駅 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【須賀川線】 
◇日運行本数：10 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：5.5 人 

（夏 4.7 人、冬 6.2 人）

【菅･角間線】 
◇日運行本数：14 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：3.5 人 

（夏 5.1 人、冬 1.9 人）

【上林線】 
◇日運行本数：12 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：10.1 人 

（夏 9.4 人、冬 10.8 人）

【中野木島線】 
◇日運行本数：28 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：12.9 人 

（夏 11.4、冬 14.5 人）

【合庁線】 
◇日運行本数：14 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：5.9 人 

（夏 4.6 人、冬 7.2 人）

【永田線】 
◇日運行本数：17 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：8.9 人 

（夏 6.5 人、冬 11.4 人） 

【間山線】 
◇日運行本数：10 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：3.4 人 

（夏 2.8 人、冬 4.0 人）

【立ヶ花線】 
◇日運行本数：12 本 

◇1便あたりの利用者 

平均：2.6 人 

（夏 2.5 人、冬：2.8 人） 

※利用者数は利用実態調査（Ｈ19.7、Ｈ20.2）に基づく値 

※日運行本数、利用者数ともに平日の値（市外での運行便は除く） 



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 37 - 

交通弱者（高齢者、高校生）の日常生活に係わりの深い「中心市街地への移動」に対し、形

態別に基本サービスレベルを設定 
 

 

5-3．基本サービスレベル 

交通弱者の日常生活に係わりの深い「中心市街地への移動」に対し、バス路線の位置付け

及び利用環境に応じ、次のとおりに形態別に基本サービスレベルを設定する。 

 
路線・地域の形態 形態別基本サービスレベル 

■基幹バス路線 
「中野木島線」 
「上林線」 
「菅・角間線」 
「合庁線」 
「須賀川線」 
「永田線」 

これらの路線では、次の２つのサービスを満たすことを基本とする。 

○中野中心市街地への午前・午後の各往復が可能（平日） 

・午前／午前に出て市街地で 2時間程度の滞在後、午前中の便で帰宅可能
・午後／午後に出て市街地で 2時間程度の滞在後、18 時前の便で帰宅可能

○中野中心市街地への通学が可能（平日） 
・行き／信州中野駅に概ね 8時までに到着可能 
・帰り／信州中野駅発 16 時 30 分～18 時台の便で帰宅可能 

 
■基幹バス路線 

以外の路線 
「立ヶ花線」 
「間山線」 

運行効率の低い基幹バス路線以外の路線では、現状サービスレベルの維持を基

本に、多様な輸送方式を検討する。 

○現状サービスレベルの維持 

■利用不便地域 
利用不便地域については、最低限の移動手段の確保を目標とした、次の

サービスを基本とする。 

○午前・午後の各１往復（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《形態別基本サービスレベルのイメージ》

○午前・午後の各１往復

○現状サービスレベルの維持

○中野中心市街地への通

学が可能 
○中野中心市街地への午

前・午後の各往復が可能 
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5-4．計画区域 

本計画は中野市全域を対象とする。ただし、公共交通整備の検討は、既存バス路線の配置

状況及び地域特性等を踏まえ、次に示す区域ごとに行うものとする。以下に、各区域におけ

る基本的な考え方を示した。なお、具体的な方策の検討は、次次頁に示す公共交通不便地域

改善の基本的な考え方・検討手順に従って行うものとする。 

 

区 域 区域内既存バス路線 

Ａ：中野北部中央エリア ●合庁線（基幹バス路線）、●中野木島線（基幹バス路線） 

Ｂ：中野東部エリア ●菅･角間線（基幹バス路線）、●上林線（基幹バス路線） 
●須賀川線（枝線バス路線） 

Ｃ：中野西部エリア ●立ヶ花線（枝線バス路線） 

Ｄ：中野南部エリア ●間山線（枝線バス路線） 

Ｅ：豊田エリア ●永田線（基幹バス路線） 

 

『Ａ：中野北部中央エリア』 

本エリアでは、バス基幹軸である「合庁線」「中野木島線」のルート変更を検討することで

利用不便地域の解消を図るとともに、既存ダイヤの見直しにより、低サービス水準地域の解

消及び運行効率の改善を図る。また、地形的制約等からバス路線の変更が困難な利用不便地

域に対しては、既存ストックを活用し、最低限必要な移動手段の確保を図る。 

『Ｂ：中野東部エリア』 

本エリアでは、バス基幹軸である「菅･角間線」「上林線」「須賀川線」のルート変更を検討

することで利用不便地域の解消を図るとともに、各路線の既存ダイヤの見直しにより、低サ

ービス水準地域の解消及び運行効率の改善を図る。 

『Ｃ：中野西部エリア』 

本エリアでは、運行効率の低い「立ヶ花線」の改善を図るとともに、高丘地区でデマンド

輸送方式に対する要望が高い現状を踏まえ、多様な輸送方式を導入することにより、利用不

便地域及び低サービス水準地域の解消を図る。 

『Ｄ：中野南部エリア』 

本エリアでは、運行効率の低い「間山線」の改善を図るとともに、日野地区、延徳地区で

デマンド輸送方式に対する要望が高い現状を踏まえ、多様な輸送方式を導入することにより、

利用不便地域及び低サービス水準地域の解消を図る。 

『Ｅ：豊田エリア』 

本エリアでは、バス基幹軸である「永田線」のルート変更及び既存ダイヤの見直しにより、

利用不便地域及び低サービス水準地域の解消を図る。また、地形的制約等からバス路線の変

更が困難な利用不便地域に対しては、既存ストックを活用し、最低限必要な移動手段の確保

を図る。 
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図 5-1 計画区域と各エリアにおける公共交通整備の方向性 

【Ａ：中野北部中央エリア】

現行バス路線（合庁線、中

野木島線）の改善及び既存ス

トックの活用等により、利用

不便地域及び低サービス水準

地域の解消を図る。 

【Ｄ：中野南部エリア】 

現行バス路線（間山線）の改善を検

討するとともに、多様な輸送方式を導

入することで、利用不便地域及び低サ

ービス水準地域の解消を図る。 

【Ｅ：豊田エリア】 

現行バス路線（永田線）の改善及

び既存ストックの活用等により、利

用不便地域及び低サービス水準地

域の解消を図る。 

【Ｃ：中野西部エリア】

現行バス路線（立ヶ花

線）の改善を検討するとと

もに、多様な輸送方式を導

入することで、利用不便地

域及び低サービス水準地

域の解消を図る。 

【Ｂ：中野東部エリア】

現行バス路線（菅・角

間線、上林線、須賀川線）

の改善により、利用不便

地域及び低サービス水準

地域の解消を図る。 

廃止代替 
路線 

 
 

長電バス 
直営路線 
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5-5．公共交通不便地域改善施策 

公共交通不便地域に対しては、計画区域の特性に応じ、以下に示す手順に基づき段階的に

改善施策の検討を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-2 公共交通不便地域における改善施策の導入手順

　地域内の公共交通利用が低迷、またはバス路線の
空白地帯を含む計画区域

区域別施策メニューの検討区域別施策メニューの検討

輸送方式検討エリア

　基幹バス路線が地域内の骨格軸となる計画区域

基幹バス路線エリア

公共交通不便地域の抽出公共交通不便地域の抽出

公共交通利用圏域外にあり、利用したくても利
用できない地域

公共交通利用圏域に含まれるが、利用に際して
不便を生じる地域

利用不便地域

低サービス
水準地域

バス路線 バス運行ダイヤ 鉄道 駅・バス停位置

人口分布（人口密度） 集落分布

・人口、　・人口密度、　・高齢者人口、　・高校生人口

〈行政区の概要〉

・公共交通不便地域の位置付け　　　 ・鉄道圏域

・バスサービスレベル　（通学及び市街地への往復）

・バスの運行方式の見直しに対する地区別要望

公共交通不便地域の概要

〈公共交通の状況〉

〈地域要望〉

・中野北部中央エリア⇒（合庁線、中野木島線）
・中野東部エリア⇒（菅・角間線、上林線、須賀川線）
・中野西部エリア⇒（立ヶ花線）
・中野南部エリア⇒（間山線）　
・豊田エリア⇒（永田線）

計画区域⇒（区域内の既存バス路線）

公共交通機能分類

　利用不便地域に対し、当該地域を通過する現行バス路線の迂回
ルートを設定

　一定の利用が見込まれる利用不便地域が線上に続く場合、新規
バス路線の導入を検討

〈新たなバス路線の設定〉

　バス運行が困難となる、小規模集落が分布する地域に対し、乗合
いによる輸送方式を検討

〈乗合タクシー・デマンド方式の導入〉

　地域の足を確保するため、地域自ら運行経費を負担し、自主的に
運行形態を検討

〈地域自主運行方式の検討〉

　市が所有するバス等の既存ストックを、利用不便地域の足としての
活用を検討

〈既存ストックの活用〉

　NPO、ボランティアによる有償運行（法第78条）、パーク＆レール、
タクシー券、停留所の設置、待合室の設置、案内看板の設置、信州
中野駅西口の活用　等

〈その他の施策での検討〉

公共交通不便地域解消の施策メニュー

〈バス路線の迂回〉

既存バスルートを活用した見直し既存バスルートを活用した見直し

　基幹バス路線が基本となる計画区域
の低サービス水準地域では、ダイヤの
見直しにより利便性の向上を図る

〈バスダイヤの改善〉

低
サ
ー
ビ
ス
水
準
地
域

輸送方式検討エリア輸送方式検討エリア 基幹バス路線エリア基幹バス路線エリア

段階的な施策導入の検討段階的な施策導入の検討

利
用
不
便
地
域

〈適用要件〉
・現行バス路線の沿線に、一定基準（1,000人/k㎡）以
上の人口集積があること

・既存ダイヤに大きな変更が生じる迂回とならないこと
・迂回が物理的に可能であり、運行主体の了解が得られ
ること

　　

〈バス路線の迂回〉第１段階第１段階

〈適用要件〉
・スクールバス、保育園バス等を有効利用し、定期的な
運行が可能であること

・活用に際し、本来の目的が損なわれることなく調整が
可能であること

　　

〈既存ストックの活用〉
第２段階第２段階

〈適用要件〉
・人口密度の低い集落が広く分布するエリアで
あること

・導入範囲に極度な非効率性がないこと
・新たな輸送方式の導入に対する要望が比較的
高い地域であること　　

〈乗合ﾀｸｼｰ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ方式の導入〉第３段階第３段階

〈適用要件〉
・一定基準（1,000人/k㎡）以上の人口集積のあ
る、バス路線の空白地帯であること

・定時定路線とする必要性があること　　

〈新たなバス路線の設定〉第４段階第４段階

〈適用要件〉
・第１～第４段階の検討で対応できない地域で
あること

・自治組織が地域に根付いていること　

〈地域自主運行方式の検討〉第５段階第５段階

〈適用要件〉
・第１～第５段階の検討で対応できない地域であること

　　

〈その他の施策での対応〉
第６段階第６段階

中野木島線、上林線、菅・角間線、合庁線、須賀川線、永田線

〈基幹バス路線〉
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6．公共交通整備の基本方針及び目標 

6-1．公共交通整備の基本方針 

 

少子高齢化社会の進展を背景とする社会保障費の増大及び生産力の低下などから、今後、

多くの地方都市で、より一層財政的制約が厳しくなる状況が予想される。また、低迷する経

済情勢の現状を踏まえても、現状程度の財政負担範囲の中で最低限の利便性を確保すること

が、持続可能な公共交通体系の構築の観点からも重要であると考える。なお、国の補助制度

では３年間の試行期間が設けられているが、その期間での利用が少ない路線等については、

見直しを行うものとする。 

 

 
中野市の公共交通サービスを見ると、公共交通を利用したくても、近くに駅やバス停が無

く利用できない「利用不便地域」の他に、近くに駅やバス停はあるが、外出目的によっては

ダイヤが無く、結果的に利用できない「低サービス水準地域」があり、公共交通本来のもつ

「公平性」に地域格差が発生している。 

中野市の公共交通体系を考えるにあたっては、原則として、「利用不便地域」の解消を目指

し､「利用しようと思えば利用できる環境」を整備するものとする。 

 
 

中野市の公共交通のサービスとしては、「長野方面への通勤・通学」「中野中心市街地への

通勤・通学」「中野中心市街地への往復」が考えられる。しかし、長野方面への移動及び通勤

に対しては、高齢者を除き、自動車から公共交通利用への転換可能性の低い現状などの問題

から、その整備効果に対する期待は低いものと考えられる。また、持続可能な公共交通体系

を目指すにあたり、全ての地域で質の高いサービスを提供することは物理的、財政的にも極

めて困難であることを踏まえ、公共交通のサービスレベルを考えるにあたっては、バス路線

の機能及び利用環境に応じ、形態別に基本サービスレベルを設定するものとする。 

 

 
中野市は､走行の安定性の高いＪＲ飯山線及び長野電鉄の２本の鉄道が、本市と県都長野市

を結んでおり、公共交通体系を考えるにあたっては、この２本の鉄道を広域的公共交通骨格

軸として位置付けるものとする。また、現在のバスの運行形態を踏まえ、鉄道とバスの結節

拠点として、ＪＲ飯山線では「替佐駅」、長野電鉄では「信州中野駅」を位置付け、バスダイ

ヤ等の見直しにあたっては､それら拠点駅への接続に配慮するなど、効率的な運行となるよう

検討を行うものとする。また、骨格となる鉄道への接続方法として、大量輸送が可能なＪＲ

飯山線を有効活用するため、「パークアンドレール※」システムの普及に向けた駅利用者の駐

車場整備を図る。 

 

 

■基本方針②／公共交通不便地域をなくす 

■基本方針③／支援目的を明確にしたサービスレベルの設定 

■基本方針④／鉄道軸を骨格とした公共交通体系の整備 

※パークアンドレール：自動車と鉄道の連携システムで、駅周辺に乗り換え駐車場を整備し、利用者はそ

こで自動車を駐車し、鉄道で目的地まで向かうシステムをいいます。 

■基本方針①／概ね現状程度の財政負担範囲での最低限の利便性の確保 
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現状の利用不便地域の改善率は５５％であり、これを１００％（利用不便地域が０）とするには、

物理的、費用対効果等の面から極めて困難である。こうした状況を踏まえ、ここでは利用不便地域

の改善目標値を９０％と設定する。                  

 現状値 改善目標値 

利用不便地域 １－３４／７６（５５％） １－８／７６（９０％） 
※１－分子／分母＝１－利用不便地域を含む行政区の数／全行政区数 
 
 
 
 

 
基本的には、全路線に対し基本サービスレベルでの対応を目指すが、ダイヤ構成、運行距離等の

条件から対応が困難な状況も想定される。ここでは、バスの運行サービスレベルの対応としての目

標値を９０％と設定する。 

 現状値 目標値 

中野中心市街地への通学 ４／８（５０％） ７／８（９０％） 

中心市街地への午前・午後の各往復 ８／８（１００％） 現状維持 

計 １２／１６（７５％） １５／１６（９０％） 
※分子／分母＝サービスを満たす路線数／全バス路線数 
 
 
 
 
 
平成２０年度のバス乗降客調査によると、全路線の１便あたりの平均利用者は７．６人であり、

運行効率の改善に向けた取り組みを進めることを前提に、ここでは、およそ２割増しの平均利用者

の引き上げを目標値として設定する。 

 現状値 目標値 

バス１便あたりの平均利用者（夏季） ７８２／１１７＝６．７人 ８人 

バス１便あたりの平均利用者（冬季） ９９１／１１７＝８．５人 １０人 

バス１便あたりの平均利用者（平均） ７．６人 ９人 

※分子／分母＝１日の利用者数の全バス路線合計／１日の運行本数の全バス路線合計 
※現状値は観測値（夏季：H19.7、冬季：H20.2） 

 

6-2．公共交通体系構築にあたっての目標 

中野市の地域公共交通体系を考えるにあたっては、「公共交通しか選択できない市民（交通弱

者）に対し、必要最小限のサービスの確保を図る」を基本に、公共交通を取り巻く現状・課題

及び厳しい財政状況を踏まえ、公共交通体系構築にあたっての目標を次のとおりに設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

交通弱者の中心市街地への移動支援を基本とする、持続可能な公共交通体系の構築 
《公共交通体系構築にあたっての全体目標》 

《目標２》／バスの運行サービスレベルの改善 
目標値 ⇒ 中野中心市街地へのサービス対応率 ９０％ 

《目標１》／利用不便地域の改善 
目標値 ⇒ 利用不便地域の改善率 ９０％ 

《目標３》／バス１便あたりの平均利用者数の引き上げ 
目標値 ⇒ バス１便あたりの平均利用者 ９人 

《公共交通体系構築にあたっての具体目標》
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7．目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項 

7-1．公共交通整備事業の概要 

本計画で掲げる公共交通整備事業について、その内容と実施主体を以下に整理した。 

 

（1） 廃止代替路線 

路線 
（エリア区分） 

具体方策 施策の内容 実施主体 

立ヶ花線 
（中野西部） 

新たな運行システム 
定時定路線（朝・夕）とデマンド方式（昼間）

の併用による輸送サービス 

法定協議会

交通事業者

土･日･祝日の運行休止 運行効率の低い土日祝日運行の廃止の検討 

間山線 
（中野南部） 

新たな運行システム 
定時定路線（昼間）とデマンド方式（朝・夕）

の併用による輸送サービス 

土･日･祝日の運行休止 運行効率の低い土日祝日運行の廃止の検討 

菅・角間線 
（中野東部） 

バス路線の変更 利用不便地域を通るルートの変更 

法定協議会

長電バス 

土･日･祝日の運行休止 運行効率の低い土日祝日運行の廃止の検討 

合庁線 
（中野北部中央）

バス路線の変更 利用不便地域を通るルートの変更 

ダイヤの改善 基本サービスレベルに対応したダイヤの改善 

土･日･祝日の運行休止 運行効率の低い土日祝日運行の廃止の検討 

※表中の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
※着色された具体方策は、実証運行対象事業であることを示している。 
 

（2） 長電バス㈱直営路線 

路線 
（エリア区分） 

具体方策 施策の内容 実施主体 

永田線 
（豊田） 

バス路線の変更 回送区間を営業区間に変更 

法定協議会

長電バス 

須賀川線 
（中野東部） 

バス路線の変更 利用不便地域を通るルートの変更 

ダイヤの改善 基本サービスレベルに対応したダイヤの改善 

上林線 
（中野東部） ダイヤの改善 基本サービスレベルに対応したダイヤの改善 

中野木島線 
（中野北部中央）

バス路線の変更 利用不便地域を通るルートの変更 

※表中の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
 
（3） ふれあいバス 

地区 
（エリア区分） 

具体方策 施策の内容 実施主体 

倭･科野地区 
（中野北部中央）

市街地連絡線 
市所有バスを活用し、利用不便地域と市街地

を結ぶ連絡線 

法定協議会
永田･豊津地区 

（豊田） 

スクールバスへの混乗 
スクールバスの巡回ルート周辺の市民に対す

る混乗サービス 

支線運行線 
市所有バスを活用し、利用不便地域から基幹

バス路線まで連絡する支線運行 
※表中の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
※着色された具体方策は、実証運行対象事業であることを示している。 
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（4） デマンド方式 

地区 具体方策 施策の内容 実施主体 

高丘地区 
（中野西部） 

新たな運行システム 
定時定路線（朝・夕）とデマンド方式（昼間）

の併用による輸送サービス 法定協議会

交通事業者日野･延徳地区 
（中野南部） 新たな運行システム 

定時定路線（昼間）とデマンド方式（朝・夕）

の併用による輸送サービス 
※表中の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
※着色された具体方策は、実証運行対象事業であることを示している。 

 
（5） 公共交通利用促進施策等 

具体方策 施策の内容 実施主体 

ＰＲ活動による情報提供の充実 新しい公共交通体系のパンフレットの作成等 法定協議会 

乗り継ぎ割りの実施 信州中野駅を中心とした交通機関同士の乗り継

ぎ割りの実施 

法定協議会

交通事業者

中野市との連携 
市が所有する観光施設と公共交通相互の利用促

進につながる取り組み 

法定協議会

中野市 

モビリティ・マネジメントの実施 
市内の小・中学校の社会・環境学習の一貫として、

公共交通に関する授業の導入 

法定協議会

小･中学校

商店街との連携 
公共交通を利用して高齢者がまちなかへ出かけ

るしくみづくり 

法定協議会

中心商店街

長野県・事業者との連携 
長野県・事業者と連携したノーマイカーデーの実

践 

法定協議会

長野県 

事業者 

バス停整備等 
路線再編に伴うシステムの変更（バス停設置、音

声案内の変更等） 

法定協議会

長電バス 
※表中の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
※着色された具体方策は、国庫補助対象事業であることを示している。 
 

 
上記に整理した各具体方策の詳細事項を、次頁以降（7-2 から 7-7）に示した。
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7-2．『中野北部中央エリア』における具体方策 

 

 

 

 

（1） 『合庁線』における具体方策 （「バス路線の変更」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6:40

7:25

7:20

8:11

7:55

8:40

8:35

9:26

8:30

9:20

9:10

10:06

11:10

12:00

11:56

12:46

13:10

14:00

13:56

14:46

16:10

17:25

16:56

1805

18:15

19:05

19:01

19:45

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

《整備の方向性》／合庁線、中野木島線の改善及び既存ストックの活用等により、利用不便地域及

び低サービス水準地域の解消を図る。 
 
 ■具体方策／①バス路線の変更  ②既存ストックの活用 

【変更区間の概要】 

①延長／変更前：9.6km 

変更後：6.0km 

②変更による時間変動／ 

約 11 分短縮 

③通過する利用不便地域／ 

東・西笠原、北・南間長瀬 
 
※②は時速 20ｋｍで算出 

① 

【変更候補便】 

①上り：長嶺団地経由/ 

飯山駅 8:40 発⇒中野駅 9:26 着（9:15 着）

②下り：長嶺団地経由/ 

中野駅 13:10発⇒飯山駅13:56着（13:45着）

※（ ）は変更後の想定到着時間 

② 

＜基本的な考え方＞ 

●基幹バス軸である『合庁線』の一部を変更し、利用不便地域の改善を図る。 

●路線の変更では、平日の午前・午後の各 1 往復をサービスレベルの基本としつつ、現行路線の

サービス状況に配慮して設定する。 

●変更対象となる便は、当該区間での利用者が少ない便とする。 

●なお、路線の見直しについては、隣接する市と調整を図る。 
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（2） 『中野木島線』及び沿線地域における具体方策 （「バス路線の見直し」「既存ストックの活用」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本的な考え方＞ 
●基幹バス軸である『中野木島線』のうち、若宮公民館経由便を変更し、利用不便地域の改善

を図る。 
●『中野木島線』沿線の利用不便地域では、急峻な地形及び狭い道路幅員のため、大型車両で

運行する中野木島線の迂回は困難である。これらの地域では、市が所有するバス等を活用する

ことで最低限の移動手段を確保する。（ふれあいバスの運行） 
●ふれあいバスの運行は、倭地区・科野地区と市街地間を連絡する。 
●ふれあいバスの基本サービスレベルは、午前・午後の各 1往復とする。 
 

※ふれあいバス：バス路線の迂回が困難な利用不便地域に対し、市が所有するバス等を活用し、

地域の移動手段の確保を目的として有償で運行するバスのこと。 

【運行区間の概要】 

①運行距離／1往復約 28km 

②所要時間／1往復約 90分 

③通過する利用不便地域／ 

岩井、岩井東、田上、柳沢、

赤岩、越、深沢 
※②は時速 20ｋｍで算出 

【変更区間の概要】 

①延長／変更前：0.6km 

変更後：0.6km 

②変更による時間変動／なし 

③通過する利用不便地域／一本木 

【変更候補便】 
公民館経由の全便（12 便/全 28 便）

ふれあいバス運行ルート

（実線部分が乗車区間）
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7-3．『中野東部エリア』における具体方策 

 

 

 

 
（1） 『菅・角間線』における具体方策 （「バス路線の変更」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本的な考え方＞ 
●基幹バス軸である『菅・角間線』の一部を変更し、利用不便地域の改善を図る。 
●路線の変更では、平日の午前・午後の各 1往復をサービスレベルの基本とする。 

●変更対象となる便は、当該区間での利用者が少ない便とする。 

●なお、路線の見直しについては、隣接する町と調整を図る。 

《整備の方向性》／菅・角間線、上林線、須賀川線の改善により、利用不便地域及び低サービス

水準地域の解消を図る。 
 
 ■具体方策／①バス路線の変更  

【変更候補便】 

①上り/菅 7:35 発⇒中野駅 8:06 着（8:10 着） 

②下り/中野駅 10:45 発⇒菅 11:16 着（11:20 着）

③上り/菅 15:05 発⇒中野駅 15:36 着（15:40 着）

④下り/中野駅 17:15 発⇒菅 18:14 着（18:18 着）

※（ ）は変更後の想定到着時間 

8:25

7:35

9:24

8:06

10:45

9:10

11:16

10:05

12:10

11:25

13:09

11:56

14:25

12:55

14:56

13:59

16:00

15:05

16:31

15:36

17:15

16:35

18:14

17:06

19:10

18:00

19:41

18:55

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り ① 

② 

③ 

④ 

【変更区間の概要】 

①延長／変更前：0.6km、変更後：1.9km

②変更による時間変動／約４分延長 

③通過する利用不便地域／長元坊団地

※②は時速 20ｋｍで算出 
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（2） 『須賀川線』における具体方策 （「バス路線の変更」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8:20

7:15

8:57

7:55

11:30

9:05

12:07

9:42

14:20

12:15

14:57

12:52

16:00

15:00

16:37

15:37

18:05

16:40

18:47

17:17

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

【変更区間の概要】 

①延長／変更前：0.7km 

変更後：0.7km 

②変更による時間変動／ 

なし 

③通過する利用不便地域／ 

東町、普代、東松川 

＜基本的な考え方＞ 
●基幹バス軸である『須賀川線』の一部を変更し、利用不便地域の改善を図る。 

●路線の変更では、平日の午前・午後の各 1往復をサービスレベルの基本としつつ、現行路

線のサービス状況に配慮して設定する。 

●変更対象となる便は、当該区間での利用者が少ない便とする。 

●なお、路線の見直しについては、隣接する町と調整を図る。 

① ② 

④ ③ 

【変更候補便】 

①上り/落合北 7:15 発⇒中野駅 7:55 着 

②上り/落合北 12:15 発⇒中野駅 12:52 着 

③下り/中野駅 14:20 発⇒落合北 14:57 着 

④下り/中野駅 16:00 発⇒落合北 16:37 着 

※変更後も到着時間は概ね同じ 
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（中野西部エリア） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中野南部エリア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7-4．『中野西部エリア』及び『中野南部エリア』における具体方策 

 

 

 

 
（1） 『立ヶ花線』」及び『間山線』における方策 （「多様な輸送方式の検討」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《整備の方向性》／立ヶ花線、間山線の改善を図るとともに、多様な輸送方式を導入すること

で、利用不便地域及び低サービス水準地域の解消を図る。 
 
 ■具体方策／①多様な輸送方式の検討 

＜基本的な考え方＞ 
●運行効率の低い『立ヶ花線』『間山線』を含む両エリアについては、減便等による運行効

率の改善を図る。 
●デマンド方式に対する要望が高い地域特性を踏まえ、それぞれのエリアでデマンド方式の

導入を図る。 

●現行バス路線の利用形態を十分に把握し、地域に適した移動手段の形態とする。 

デマンド方式検討エリア 

デマンド方式検討エリア 
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＜バスの利用頻度＞

7

3

1

3

1
2

1

9

2

2
1

1

3

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

7:25 9:05 11:50 13:25 17:00 18:56 6:55 7:55 11:15 12:50 16:20 18:35

（人）

それ以下の頻度
2日に1回以上利用

立ヶ花駅⇒中野駅（上り）　　　　　　　　　　　　中野駅⇒立ヶ花駅（下り）

 
（2） 現行バス路線の利用形態の把握 

① 立ヶ花線 

＜利用者数＞ 

朝（7時台から 9時台）、夕

（16 時台、17 時台）を除き

利用者が少なく、1 便あたり

の利用者が 2 人以下である。 

 

＜利用頻度＞ 

7 時台の上り下り、17 時台

の上りでは、乗客の半数以上

が定期的な利用者となって

いる。 

 

＜利用目的＞ 

7 時台の上り下りでは通学

及び通勤での利用が目立ち、

9 時台の上りでは通院が主な

目的となっている。 

 

 

 

 

 
② 間山線 

＜利用者数＞ 
9時台から14時台を除き利

用者が少なく、1 便あたりの

利用者が 2人以下である。 

 
＜利用頻度＞ 

2 日に 1 回以上の割合で利

用する定期的な利用者はご

く一部である。 

 

＜利用目的＞ 

10 時台、11 時台の上りで

は買物、9 時台の下りでは観

光（温泉含む）、11 時台の下

りでは通院が主な目的とな

っている。 

 

 

 

 

 

＜バスの利用目的＞

4

1 1

3

1

3

7

5

1

5

2
1

1

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

7:25 9:05 11:50 13:25 17:00 18:56 6:55 7:55 11:15 12:50 16:20 18:35

(人)

通勤 通学 通院 帰宅

観光 買物 その他

立ヶ花駅⇒中野駅（上り）　　　　　　　　　　　　中野駅⇒立ヶ花駅（下り）

朝・夕の便では、乗客の多く

が定期的な利用者 

7時台の上り下りでは通学及び通勤、

9時台の上りでは通院が主な目的 

＜バスの利用目的＞

1 1

1

1
2

4

1

3

1

5
6

4

1

2

2

1

1

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

7:20 10:00 11:35 14:45 18:10 7:00 9:40 11:15 14:25 17:50

(人)

通勤 通学 通院 帰宅

観光 買物 その他

温泉公園⇒中野駅（上り）　　　　　　　　　　　　中野駅⇒温泉公園（下り）

＜バスの利用頻度＞

1 1 1 1

1

7
4 4

9
8

2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

7:20 10:00 11:35 14:45 18:10 7:00 9:40 11:15 14:25 17:50

（人）

それ以下の頻度
2日に1回以上利用

温泉公園⇒中野駅（上り）　　　　　　　　　　　　中野駅⇒温泉公園（下り）

2日に1回以上の割合

で利用する定期的な

利用者はごく一部 

買物、観光（温

泉含む）、通院

が主な目的 
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○中野西部エリア（高丘地区）におけるシステムのイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（3） 需要に応じた効率的な運行サービスの提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪現行バス路線の利用形態の特徴≫ 
【立ヶ花線】 
・朝・夕の便では乗客の多くが定期的な利用者であり、利用目的としては通学、通院が多い。 
・日中の便は特に運行効率が低い。 
【間山線】 
・朝・夕の便は特に運行効率が低い。 
・午前中の便では、買物、観光（温泉含む）、通院を目的とする利用が多い。 
↓ 

≪需要に応じた効率的な運行サービスの提案≫ 
●概要／定時定路線とデマンド方式を併用したシステム 
●導入形態／現行バス路線の利用形態を踏まえ、次のとおりとする 
・中野西部エリア⇒朝・夕は「定時定路線」、日中は「デマンド方式」 
・中野南部エリア⇒朝・夕は「デマンド方式」、日中は「定時定路線」 
●システムの特徴／ 

運行効率の低いバス路線の一部にデマンド方式を導入することで、運行効率化とともに利用

不便地域の改善が図られる。また、２つのエリアでシステムを共有することで、必要車両数の

削減効果及び効率的な事業運営が図られる。 

朝・夕は定時定路線

（現行の立ヶ花線）

による運行 

日中はデマンド方式

による運行（予約式） 
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○中野南部エリア（日野・延徳地区）におけるシステムのイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状のサービスレベルの維持を目標に、２つのエリアでシステムの共有が可能となる、以下の

ような運行ダイヤを計画した。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（4） 新たな運行システム （高丘地区及び日野・延徳地区） 

① 運行ダイヤ 

 

 

朝・夕はデマンド方式

による運行（予約式） 

日中は定時定路線

（現行の間山線）に

よる運行 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

定時定路線

デマンド

定時定路線

日野デマンド

延徳デマンド

高丘地区

日野･延徳地区
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利用不便地域の分布状況を踏まえ、デマンドタクシーの運行ルートを次のとおりに計画した。 

＜運行ルート＞ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中野西部エリアにおける新たな輸送システムの概要＞ 

対象地区 高丘地区（平野地区の一部含む） 

運行形態 
①定時定路線（朝・夕） 

②デマンドタクシー（日中） ※予約必要 

使用車両 
①：現行バス 

②：ジャンボタクシー（9人乗り） 

稼動日数 ①②とも平日 5日の運行 （年間 240 日） 

実働回数 
①：1日 4往復（朝 2往復、夕 2往復） /往復約 16ｋｍ 

②：1日 3往復 /往復約 30ｋｍ 

運行経路 

（基本ルート） 

①：現行バス（立ヶ花線）ルートを運行 

②：大俣⇔栗林⇔牛出⇔立ヶ花⇔日和⇔草間⇔東江部⇔市街地 

運営方法 
①：長電バス㈱に委託（中野南部エリアも含む） 

②：タクシー事業者に委託 

年間経費 

①：16,300 円/日 × 240 日 ＝ 約 390 万円/年 

②：14,600 円/日 × 240 日 ＝ 約 350 万円/年   

年間経費： ① ＋ ② ＝ 約 740 万円/年

※年間経費は各事業者による見積り。 
※デマンドタクシーは、日野地区、延徳地区を合わせ、地区ごとに市内事業者への委託を想定。 

 
② 中野西部エリアにおけるシステムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定時定路線（朝・夕）

デマンド（日昼） 
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利用不便地域の分布状況を踏まえ、デマンドタクシーの運行ルートを次のとおりに計画した。 

＜運行ルート＞ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中野南部エリアにおける新たな輸送システムの概要＞ 

対象地区 日野地区、延徳地区 

運行形態 
①定時定路線（日中） 

②デマンドタクシー（朝・夕） ※予約必要 

使用車両 
①現行バス 

②ジャンボタクシー（9人乗り） 

稼動日数 ①②とも平日 5日の運行 （年間 240 日） 

実働回数 

①：1日 3往復 /往復約 12ｋｍ 

②：方面別に次のとおり 

《日野地区》：1日 2往復（朝 1往復、夕 1往復） /往復約 13ｋｍ 

《延徳地区》：1日 2往復（午前 1往復、午後 1往復） /往復約 15ｋｍ 

運行経路 

（基本ルート） 

①：現行バス（間山線）ルートを運行 

②：方面別に次のとおり 

《日野地区》：温泉公園⇔東山団地⇔市街地 

《延徳地区》：新野⇔北大熊⇔小沼⇔新保⇔市街地 

運営方法 
①：長電バス㈱に委託（中野西部エリアも含む） 

②：タクシー事業者に委託 

年間経費 

①：9,500 円/日 × 240 日 ＝ 約 230 万円/年 

②：6,100 円/日 × 240 日 ＝ 約 150 万円/年《日野地区》 

  7,200 円/日 × 240 日 ＝ 約 170 万円/年《延徳地区》 

年間経費： ① ＋ ② ＝ 約 550 万円/年
※年間経費は各事業者による見積り。 

※デマンドタクシーは、高丘地区を合わせ、地区ごとに市内事業者への委託を想定。 

 
③ 中野南部エリアにおけるシステムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デマンド（朝・夕）

※東山団地経由

デマンド（朝～夕） 
※延徳地区 定時定路線（日中）
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7-5．『豊田エリア』における具体方策 

 

 

 

 

 
（1） 『永田線』及び沿線地域における具体方策 （「バス路線の変更」、「既存ストックの活用」） 

① バス路線の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 既存ストックの活用 

 

 

 

 

 

＜基本的な考え方＞ 
●これまで、永田バス停から親川バス停の間は、ダイヤの状況により回送区間となっていた。 
●地元要望も踏まえ、当該回送区間を営業区間に変更し、全便親川発着のダイヤ編成とする。 

《整備の方向性》／永田線の改善及び既存ストックの活用等により、利用不便地域及び低サービ

ス水準地域の解消を図る。 
 
 ■具体方策／①バス路線の変更  ②既存ストックの活用 

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

① 
② 

①永田⇒（回送約 10 分）⇒親川 

※下り/永田着 8：33⇒上り/親川発 8:45 

②親川⇒（回送約 10 分）⇒永田 

※下り/親川着 18:56⇒上り/永田発 19：10 

＜基本的な考え方＞ 
●基幹バス軸である『永田線』沿線の利用不便地域では、地形的制約等の状況から永田線の迂

回は困難であり、これらの地域では、市が所有するバス等を活用することで最低限の移動手段

を確保する。（ふれあいバスの運行） 
●既存バスの営業を妨げないよう、ふれあいバスの運行は、基幹バス路線に設けた接続拠点（「永

田バス停」、「穴田バス停」及び「豊田支所」）までとする。 
●ふれあいバスの基本サービスレベルは、午前・午後の各 1往復とする。 

●現在運行中のスクールバスに、一般市民の混乗（無償）を可能とすることで、利用不便地域

の改善を図る。 
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※ふれあいバス：バス路線の迂回が困難な利用不便地域に対し、市が所有するバス等を活用し、地域の移

動手段の確保を目的として有償で運行するバスのこと。 

市
が
所
有
す
る
バ
ス
の
活
用
可
能
時
間
帯 

永田バス停時刻表
（永田線）

上り
中野駅行

下り
親川行

6

7 15・永55 永53

8 55 永33

9

10

11 永35 永28

12

13 55 26

14

15 53

16 20

17 38

18 5 43

19 永10・永50 永46

20

     

市
が
所
有
す
る
バ
ス
の
活
用
可
能
時
間
帯 

替佐駅バス停
（永田線）

上り
中野駅行

下り
親川行

6

7 25 永43

8 永5 永23

9 5

10

11 永45 永18

12

13 16

14 5

15 43

16 30

17 28

18 15 33

19 永20 永36

20 永0

※ふれあいバスの運行に合わせ、永

田線の経路に豊田支所を組み込

む。豊田支所から替佐駅までは約

500ｍのため、替佐駅の発着時刻

とは 2分程度の差が生じる。 

【基幹バスとの接続拠点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（豊田支所）         （永田バス停） 【運行区間の概要】 

（豊田支所接続） 

①運行距離／1往復約 8km 

②所要時間／1往復約 25分 

③通過する利用不便地域／ 

奥手山、硲、笠倉、 

【運行区間の概要】 

（永田及び穴田バス停接続）

①運行距離／1往復約 9km 

②所要時間／1往復約 30分

③通過する利用不便地域／ 

豊田深沢、三俣、赤坂、 

毛野川 
※②は時速 20ｋｍで算出 

スクールバス運行ルート

ふれあいバス運行ルート
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7-6．特定の路線に対する具体方策 

 

 

 

 
（1） 『合庁線』『須賀川線』『上林線』における具体方策 （「ダイヤの改善」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-1 ダイヤ改善対象路線 

＜基本的な考え方＞ 
●基幹バス路線のうち、基本サービスレベルを満足していない「合庁線」「須賀川線」「上林線」の

ダイヤの改善を図る。 
●ダイヤの改善においては、複雑なダイヤ構成及び事業者の労働条件に関する問題など、考慮すべ

き点が多いため、事業者との調整を十分図り進めるものとする。 

●見直しにおいては、隣接する市、町との調整を図る。 

《整備の方向性》／基本サービスレベルを満足しない基幹バス路線に対するダイヤの改善、及び

非効率的な運行となっている土・日・祝日の運行休止を図る。 
 

 ■具体方策／①ダイヤの改善  ②土・日・祝日の運行休止 

【合庁線】 
「中野中心市街地への通学」に

おいて、帰宅便の基本サービス

レベルを満足していない。 

＜現状＞中野駅発 16：10 

↓ 

＜対応＞中野駅発車時刻を

16：30 以降に調整

【上林線】 
「中野中心市街地への通学」に

おいて、通学便及び帰宅便の基

本サービスレベルを満足して

いない。 

＜現状＞ 

中野駅着 9：46  

 下り最終 15：20 

↓ 

＜対応＞ 
条件的にダイヤの調整が難

しい路線であり、かつ当該路線

の市内運行区間は菅・角間線及

び須賀川線が集中しているこ

とから、それらの路線サービス

で代替可能と位置付ける。 

【須賀川線】 
「中野中心市街地への通学」にお

いて、帰宅便の基本サービスレベ

ルを満足していない。 

＜現状＞中野駅発 16：00 

↓ 

＜対応＞中野駅発車時刻を

16：30 以降に調整 8:20

7:15

8:57

7:55

11:30

9:05

12:07

9:42

14:20

12:15

14:57

12:52

16:00

15:00

16:37

15:37

18:05

16:40

18:47

17:17

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り

6:40

7:25

7:20

8:11

7:55

8:40

8:35

9:26

8:30

9:20

9:10

10:06

11:10

12:00

11:56

12:46

13:10

14:00

13:56

14:46

16:10

17:25

16:56

1805

18:15

19:05

19:01

19:45

6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

下り

上り
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図 7-2 中野市内の全バス路線の現状運行ダイヤ 

 
（2） 廃止代替路線における具体方策 （「土・日・祝日の運行休止」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00

須賀川線 (No1)

永田線、上林線 (No2)

永田線 (No3)

上林線、永田線 (No4)

永田線、上林線 (No5)

菅・角間線 (No6)

間山線、合庁線 (No7)

菅・角間線 (No8)

立ヶ花線、間山線 (No9)

立ヶ花線、間山線 (No10)

合庁線、間山線 (No11)

合庁線 (No12)

中野木島線 (No13)

中野木島線 (No14)

中野木島線 (No15)

中野木島線 (No16)

中野木島線 (No17)

　立ヶ花線 　　　間山線　 　　  菅・角間線　 　　合庁線　　　　 市外運行便
　永田線　 　　　須賀川線　　 　上林線　　　　 　中野木島線　　  回送

高校生の帰宅に合わ

せたダイヤの調整

高校生の帰宅に合わせ

たダイヤの調整

＜基本的な考え方＞ 
●運行効率の低い廃止代替路線について、土・日・祝日の運行休止による運行効率の改善を図る。 

●見直しにおいては、隣接する市、町との調整を図る。 

■廃止代替路線の土・日・祝日の運行状況 
市が直接経営する廃止代替路

線の運行状況を、平日と土日と

で比較すると、合庁線の土日の

利用状況は約 1／3 まで落ち込

んでいる。 

また、１便あたりの平均利用

者数をみると、全路線で３人未

満と運行効率の低い状況がわか

る。 

83

49

3432 29
251323

3.5

5.9

1.8

2.6

3.4

2.6 1.6

2.9

0

60

120

180

立ヶ花線 間山線 菅･角間線 合庁線

1
日
の
利
用
者

（
人

）

0

3

6

9 1
便
あ
た
り
の
平
均
利
用
者

（
人

）

1日（平日） 1日（土日）

1便あたり（平日） 1便あたり（土日）
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《基本的な考え方》 
●路線バス、新たな運行システムの概要をわかりやすく表示したパンフレットの全戸配布、ホー

ムページの掲載、ふれあいバスのエプロン広告など、利用者への情報提供の充実を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

《基本的な考え方》 
●鉄道とバス、デマンドタク

シーと鉄道といった乗り継

ぎにおいて、公共交通全体の

利用促進のため、交通事業者

と協議の上、チラシの作成、

一定の割引制度の導入を図

る。 

 

 

 

7-7．公共交通利用促進に係わる具体方策 

 

 

 

 

 
（1） ＰＲ活動による情報提供の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（2） 乗り継ぎ割りの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 
（3） 中野市との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《施策の方向性》／公共交通の利用促進に向け、関係機関との調整を図りつつ、持続可能な公

共交通体系の構築に寄与する効果的な利用促進施策の導入を図る。 
 

 
 
 

■具体方策／①ＰＲ活動による情報提供の充実  ②乗り継ぎ割りの実施 
③中野市との連携            ④モビリティ・マネジメントの実施 
⑤商店街との連携            ⑥長野県・事業者との連携 

裏

《基本的な考え方》 
●これまでマイカーで市

所有の観光施設を訪れ

ていたお客の移動手段

を公共交通へとシフト

させるため、中野市と交

通事業者が連携してそ

の仕組みづくりを検討

し、相互の利用促進につ

なげる。 

 

表 
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《基本的な考え方》 
●未来を担う子どもた

ちに、社会・環境学

習の一貫として公共

交通に関する授業の

導入を図り、子ども

から親、そして周囲

の大人へと、間接的

に公共交通に対する

市民意識の高揚を促

す。 

《基本的な考え方》 
●商店街と連携し、公共交通利用促進マップを作成する。 
●多くの商店街で共通に使えるポイントカードを作成し、公共交通を利用して商店街を訪れた者

にはポイント優遇するなど、公共交通の利用者の拡大とともに商店街への来訪者の拡大を図る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《基本的な考え方》 
●長野県・事業者と連

携し、公共交通の利

用促進及び温室効

果ガスの削減につ

ながるノーマイカ

ーデーを実践する。 
●実施にあたっては、

自転車通勤者を除

き公共交通に合わ

せた行動となるた

め、ノー残業等の配

慮が必要となる。 
 
 

 
（4） モビリティ・マネジメントの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（5） 商店街との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（6） 長野県・事業者との連携 （長野県・事業者と連携したノーマイカーデーの実践） 
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7-8．公共交通整備総括図 

本計画における公共交通整備の全体概要を以下に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7-3 公共交通整備総括図

【中野西部エリア】 
●新たな運行システムの導入 
（高丘地区） 

〈朝・夕〉定時定路線（立ヶ花線） 
（日 中）デマンドタクシー 
●立ヶ花線の土･日･祝日の運行

休止 

【中野南部エリア】 
●新たな運行システムの導入 
（日野地区） 

〈朝・夕〉デマンドタクシー 
〈日 中〉定時定路線（間山線） 
（延徳地区） 

〈午前・午後〉デマンドタクシー 
●間山線の土･日･祝日の運行休止 

【中野北部中央エリア】 
●合庁線のルート変更 
●中野木島線のルート変更 
●ふれあいバスの運行 
（倭地区・科野地区） 

●合庁線の土･日･祝日の運行休止 

【中野東部エリア】 
●菅・角間線のルート 
変更 

●須賀川線のルート 
変更 

●菅･角間線の土･日･祝日

の運行休止 

【豊田エリア】 
●永田線のルート変更 
（豊田支所経由） 
●ふれあいバスの運行 
（永田地区・豊津地区） 
●スクールバスへの混乗 

【公共交通利用促進に係わる施策】 
●ＰＲ活動による情報提供の充実 
●乗り継ぎ割りの実施 
●中野市との連携 
●モビリティ・メネジメントの実施 
●商店街との連携 
●長野県・事業者との連携（ノーマイカーデーの実施） 
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8．収支計画 

8-1．需要推計の基本的な考え方 

バス路線の見直しにおいて、それぞれ見込まれる需要（利用者数）、運行経費、運賃収入を

路線ごとに算出する。算出にあたっては、長電バス㈱「Ｈ19 輸送実績報告書」※注（以降、Ｈ

19 実績値と呼ぶ）を基本として算出している。基本的な考え方を以下に示した。 

※注：各路線全体での数値であり、行政単位では集計されていない。 

 

（1） 現状値 

項目 考え方 

利用者数 
市内路線はＨ19 実績値、隣接市町に跨る路線については、各バス停利用者の市

内分担率より按分して算出。 
・年間利用者数＝Ｈ19 実績値×バス停利用者市内分担率 

運行経費 
市内路線はＨ19 実績値、隣接市町に跨る路線については、市内運行距離より按

分して算出。 
・年間運行経費＝Ｈ19 実績値×市内運行距離比 

運賃収入 
市内路線はＨ19 実績値、隣接市町に跨る路線については、各バス停利用者の市

内分担率より按分して算出。 
・年間運賃収入＝Ｈ19 実績値×バス停利用者市内分担率 

（資料：長電バス㈱「Ｈ19 輸送実績報告書」） 

※バス停利用者市内分担率：バス乗降客調査結果に基づく値 

※市内運行距離比：路線全体の運行距離に対する市内での運行距離 

※Ｈ19 はうるう年であるため、平日 248 日、土・日・祝日 118 日での運行 

 

（2） 想定値 

項目 考え方 

利用者数 

現状の便別年間利用者を基本に、変更便に対しては、迂回ルートと変更前のバ

ス利用圏域内人口の増減比より、変更便の年間利用者数を算定し、各便の合計か

ら、当該路線の年間利用者を算出。 

・便別年間利用者数（Ａ）＝現状の年間利用者数×便別利用者割合 
・変更便の年間利用者数＝（Ａ）×バス利用圏域内人口の増減比 

運行経費 現状値を基本に、稼動日数に基づく運行距離の比率により算出。 

・年間運行経費＝現状値×稼働日数に基づく運行距離比率 

運賃収入 現状値を基本に、稼動日数に基づく運行距離の比率により算出。 

・年間運賃収入＝現状値×稼働日数に基づく運行距離比率 
※便別利用者割合：バス乗降客調査結果に基づく値 

※バス利用圏域内人口：変更値のバス利用圏域内人口÷現状のバス利用圏域内人口 

※想定稼動日数：平日 240 日、土・日・祝日 125 日での運行 



 
中野市地域公共交通総合連携計画  

- 63 - 

 

8-2．経費の算出 

実証運行に係わるふれあいバス及び新たな運行システムの年間経費は、次のとおりである。 

（1） ふれあいバスの運行経費 

 

 

 

運行に係わる諸条件を踏まえ、

永田・豊津地区及び倭・科野地区

で想定している「ふれあいバス」

の運行経費を算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※運行距離には回送中の距離も含む 

※燃料費：運行距離÷燃費×燃料単価×往復回数×稼動日数 

※人件費：労働単価×労働時間×稼動日数 
※雑費：代車レンタル代 等 

 
（2） 新たな運行システムの運行経費 

 

 

 

 
〈デマンド方式〉 

運行に係わる諸条件を踏ま

え、高丘地区、日野・延徳地区

で想定している、定時定路線バ

スとデマンド方式の併用によ

る「新たな運行システム」の運

行経費を算出した。 

                         〈定時定路線〉 
※デマンド方式はタクシー事業者、定時定路線は

バス事業者による見積り 
 

 

 

 

高丘地区 日野地区 延徳地区
運行距離（km） 28 13 15

運行回数 3 2 2
人件費（千円/年） 2,088 835 1,044
燃料費（千円/年） 346 107 123

車両代金計（千円/年） 349 212 212
一般管理費 557 231 276
消費税5％ 167 69 83

3,506 1,454 1,738
6,698

年間運行費（千円）

《年間運行経費》／①永田・豊津地区：２，８１０ （千円）、②倭・科野地区：２，８７３ （千円） 
            ふれあいバス運行経費： ① ＋ ② ＝ ５，６８３ （千円） 

《年間運行経費》／ 
①高丘地区 ⇒ 「デマンド方式」：３，５０６ （千円）、「定時定路線」：３，８９４ （千円） 
②日野・延徳地区 ⇒ 「デマンド方式」：３，１９２ （千円）、「定時定路線」：２，２８４ （千円） 

 新たな運行システム運行経費： ① ＋ ② ＝ ７，４００＋５，４７６ ＝ １２，８７６ （千円） 

高丘地区 日野地区
（立ヶ花線ﾙｰﾄ）（間山線ﾙｰﾄ）

①運行距離（km） 7.8 6.1
②運行回数 8 6
③稼動日数 240 240

キロ計（①×②×③） 14,976 8,784
単価（円/km） 260 260

3,894 2,284
6,178

年間運行費（千円）

永田・豊津地区 倭・科野地区
支線運行 市街地連絡

接続先 永田BS 豊田支所 市街地
運行時間（分） 45 23 83
運行距離（km） 12.7 11.2 27.8
稼動日数（日） 240 240 240
燃費（km/ｌ） 3 3 3
燃料単価（円） 100 100 100

往復回数（回/日） 2 2 2

燃料費（千円/年） 203 179 445
労働単価（円/時） 2,400 2,400 2,400

労働時間（時間/日） 2 1 3.0
人件費（千円/年） 1,152 576 1,728

その他雑費 350 350 700

1,705 1,105
2,810

5,683
年間運行費（千円）

2,873
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高丘地区 日野・延徳地区
定時定路線 ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ方式 定時定路線 ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ方式

想定利用者 現状利用者 高齢者 現状利用者 高齢者
高齢者人口（対象地域） － 673 － 1,127

高齢者ﾊﾞｽ利用率 － 7.0% － 7.0%
時間変動率 45.5% 36.1%

想定利用者数（人） － 21.4 － 28.5
想定利用頻度（回/週） － 1/5 － 1/5
延べ利用者数（人/日） － 8.6 － 11.4

運行日数(日/年) 240 240 240 240
利用料金（円/1乗車） 現状ﾊﾞｽ運賃 400 現状ﾊﾞｽ運賃 400
想定収入（千円/年） 738 822 885 1,094

ｴﾘｱ別収入（千円/年） 1,560 1,979

新輸送方式による収入合計 3,539

 

8-3．収入の算出 

実証運行に係わる事業の想定収入は、次のとおりである。 

（1） ふれあいバスの運行収入 

 

 

 
地区の高齢者人口及び

バスの利用形態から、永

田・豊津地区及び倭・科

野地区で想定している

「ふれあいバス」の需要

を推計し、運行収入を算

出した。 

 
 

※高齢者：ここでは 70 歳以上を想定 

※高齢者ﾊﾞｽ利用率：ｱﾝｹｰﾄ結果に基づく、日常主にﾊﾞｽを利用する高齢者の割合 

※時間変動率：既存ﾊﾞｽの時間別利用変動から、1日の中での利用分担率を想定 

※想定利用者数：高齢者人口×高齢者ﾊﾞｽ利用率×時間変動率 

※想定利用頻度：ﾊﾞｽ乗降調査結果を参考に、概ね週 1 回の利用を想定 

※延べ利用者数：想定利用者数×想定利用頻度×2 

（2） 新たな運行システムの運行収入 

 

 

 

 

地区の高齢者人口及びバスの利用形態から、高丘地区、日野・延徳地区で想定している、

定時定路線バスと

デマンド方式の併

用による「新たな

運行システム」の

需要を推計し、運

行収入を算出した。 

※高齢者：ここでは 70 歳以上を想定 

※高齢者ﾊﾞｽ利用率：ｱﾝｹｰﾄ結果に基づく、日常主にﾊﾞｽを利用する高齢者の割合 

※時間変動率：既存ﾊﾞｽの時間別利用変動から、1日の中での利用分担率を想定 

※想定利用頻度：ﾊﾞｽ乗降調査結果を参考に、概ね週 1 回の利用を想定 

※延べ利用者数：想定利用者数×想定利用頻度×2 
 

《年間運行収入》／①永田・豊津地区：２５ （千円）、②倭・科野地区：１，１９３ （千円） 
            ふれあいバス運行収入： ① ＋ ② ＝ １，２１８ （千円） 

《年間運行収入》／ 
①高丘地区 ⇒ 「デマンド方式」：８２２ （千円）、「定時定路線」：７３８ （千円） 
②日野・延徳地区 ⇒ 「デマンド方式」：１，０９４ （千円）、「定時定路線」：８８５ （千円） 

 新たな運行システム運行収入： ① ＋ ② ＝ １，５６０＋１，９７９ ＝ ３，５３９ （千円） 

永田・豊津地区 倭・科野地区
混乗方式 支線運行 市街地連絡

想定利用者 高齢者 高齢者 高齢者
高齢者人口（対象地域） 138 171 580

高齢者ﾊﾞｽ利用率 7.0% 7.0% 7.0%
時間変動率 55.6% 55.6% 61.2%

想定利用者数 5.4 6.7 24.8
想定利用頻度（回/週） 1/5 1/5 1/5

想定利用分担率 60.5% 39.5% －
延べ利用者数（人/日） 1.3 1.1 9.9

年間運行日数 240 240 240
利用料金（円） 0 100 500

想定収入（千円/年） 0 25 1,193

ｴﾘｱ別収入（千円/年） 25 1,193
ふれあいﾊﾞｽによる収入合計 1,218
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8-4．運行収支総括表（需要推計） 

平成 19 年度の実績値を参考に、年間の運行収支を算出した。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現状値は、長電バス「Ｈ19 輸送実績報告書」に基づく値。（Ｈ19 はうるう年であり、平日 248 日、土・日・祝日 118 日） 

※想定値は現状値を基本に算出。利用者数は、バス利用圏域の人口変動から変更便の利用者を想定。経費は現状運行距離との比率、収入は現状と想定の利用者比率をそれぞれ用いて算出。（想定稼動日数：平日 240 日、土・日・祝日 125 日） 

※立ヶ花線及び間山線は、一部デマンド併用のため、別途算出。また、廃止代替路線の想定値は、土・日・祝日の運行を休止とした値。 
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9．事業化戦略 

9-1．公共交通体系整備プログラム 

本計画で定めた公共交通整備事業について、その内容と年次プログラムを整理した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※実施主体の法定協議会は、中野市地域公共交通対策協議会を示している。 
※具体方策の■は、実証運行あるいは国庫補助対象事業であることを示している。 
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9-2．事業評価の方法 

（1） 事業評価の必要性 

「地域公共交通活性化・再生総合事業」については、「平成 20 年 2 月 29 日国総計第 101 号」

により、実施した事業の事業評価が位置づけられている。一方、同計画によって位置づけられ

た事業について、Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａのサイクルによって、中野市の公共交通をより望ましいものに構

築していくのは当然のことであり、ここではその事業評価の方法について記載するものである。 

 

 

 

 
（2） 事業評価の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①総合評価   ②連携計画策定調査の統合性・整合性   ③事業の自立性・持続性 

④住民の参加等による地域関係者の実質的な合意形成 

中野市地域公共交通総合連携計画 

 実施した事業を定量的に評価するために、事業内容により、評価に必要な実態調査を実施する。 
＜実態調査の内容＞ 
■利用実態調査 

本計画の中で実証運行する「新たな運行システム」（定時定路線）及び「ふれあいバス」に対し、

半期に 1度、標準と考えられる 1日を特定し、全運行便に乗り込みバス停ごとの乗降者数を計測する。

■利用者意識・満足度ヒアリング調査 
  利用実態調査の実施日に合わせ、利用者に対し、「利用目的」「利用頻度」「満足度」「改善点」等を

ヒアリングする。 
■利用者日報の作成 
 運行事業者の協力を得、系統別、便別利用者数を日報として整理する。 

事業評価のための実態調査の実施 

 事業プログラムに従って、事業を実施する。 
事業の実施 

《国に提出する事業評価項目》 

 事業評価のための実態調査をもとに、実証運行等の実績を系統的に整理し、事業の評価を実施する。

＜事業評価の視点＞ 
■利用者数が当初設定した目標値と比べてどうであったか。 
■利用者数が目標値を下回った場合、その原因はどこにあるのか。 
■利用者の満足度はどの程度であったのか、改善点はどんなところか。 

事業評価の実施 

 事業評価を踏まえ、事業評価書を作成する。作成内容は国に提出する「事業評価作成様式」による。

事業評価書の作成 

 事業評価書に基づき、実証運行の継続意思を含め、改善方策を検討する。 
実証運行の継続意思・改善方策の検討 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

 事業評価書に基づき、総合連携計画の見直しが必要な場合には法定協議会を開催し、事業評価結果の

報告とともに連携計画見直し案を提示する。審議を経て変更案の承認を得た後、それを国に提出する。

総合連携計画の変更・承認 
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地域別説明会を通じ、実際に利用する立場からの具体的な意見を聴取し、立案した計画に無理が

生じていないかの確認を行うとともに、必要に応じ計画の修正を行う。 

総合連携計画に定められた事業プログラムに従い、事業を段階的に実施。 

地域説明会での意見を踏まえ、事業内容の最終決定を行う。 
 

事業の実施に向け、実際の運行に際し必要

な法的申請、及び交通事業者との調整を行う。

 

新たな運行システムの概要をわかりやすく

表示したパンフレットを作成し、地区ごとに

配布する。 

 

9-3．今後のスケジュール 

地域公共交通総合連携計画の策定から、事業の実施に至るまでのスケジュールを次に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野市地域公共交通総合連携計画 

地区説明会の実施 

事業内容の決定 

事業化手続き 住民へのパンフレットの作成・配布 

法定協議会で承認された総合連携計画を国に提出し、国土交通大臣の承認を受ける。平成 21 年

度より国の補助を受け、総合連携計画に定められた事業がスタートする。 

中野市地域公共交通総合連携計画に対する国の承認 

事業の実施 

実施した事業を定量的に評価するために、事業内容により、評価に必要な実態調査を実施する。

事業評価 
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１．中野市地域公共交通対策協議会（法定協議会）及び幹事会の検討経緯 

 

【法定協議会及び幹事会の開催状況】 
 開催日 検討内容 

第１回協議会 平成 20 年 4 月 22 日

・中野市地域公共交通協議会設置（構成委員、

協議会規約等承認） 

・計画策定スケジュールについて 

・現状と課題について（概要） 

第１回幹事会 平成 20 年 5 月 15 日 ・連携計画策定業務の委託業者の選定について

・中野市の公共交通に対する意見等について 

 第２回協議会 平成 20 年 5 月 30 日

第２回幹事会 平成 20 年 7 月 28 日 ・前回計画の検証について 

・公共交通を取り巻く諸環境について 

・公共交通に関する問題点、課題について 第３回協議会 平成 20 年 7 月 31 日

第３回幹事会 平成 20 年 12 月 3 日 ・中野市における公共交通の課題について 

・公共交通基本方針について 

 第４回協議会 平成 20 年 12 月 5 日

第４回幹事会 平成 21 年 2 月 12 日 ・事業別需要推計について 

・収支計画について 

・年次プログラムについて 第５回協議会 平成 21 年 2 月 25 日

第５回幹事会 平成 21 年 3 月 16 日 ・中野市地域公共交通総合連携計画案について

 

 第６回協議会 平成 21 年 3 月 30 日

※パブリックコメントの実施（平成 21 年 3 月 16 日～平成 21 年 3 月 25 日） 

 

 

 

 

参考資料 
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２．中野市地域公共交通対策協議会規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この協議会は、中野市地域公共交通対策協議会（以下「協議会」という。）という。 

 

（事務所） 

第２条 協議会は、事務所を中野市三好町一丁目３番１９号中野市役所内に置く。 

 

 （目的） 

第３条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下

「法」という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通総合連携計画（以下「連携計画」とい

う。）の作成に関する協議及び連携計画の実施に係る連絡調整を行うため設置する。 

 

 （事業） 

第４条 協議会は、第３条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(１) 連携計画の策定及び変更の協議に関すること。 

(２) 連携計画の実施に係る連絡調整に関すること。 

(３) 連携計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成するために必要なこと。 

 

第２章 組織 

（組織） 

第５条 協議会は委員 21 人以内とし、次の各号に掲げる団体等の代表者の推薦する者をもって構

成する。 

(１) 中野市 

(２) 北陸信越運輸局長野運輸支局 

(３) 北信地方事務所 

(４) 中野建設事務所 

(５) 中野警察署 

(６) 中野商工会議所 

(７) 中野青年会議所 

(８) 中野市農業協同組合 

(９) 北信州みゆき農業協同組合 

(10) 中野市区長会 

(11) 中野市豊田地域審議会 

(12) 中野市社会福祉協議会 

(13) 中高交通安全協会 

(14) ＪＲ東日本旅客鉄道株式会社 

(15) 長野電鉄株式会社 

(16) 長電バス株式会社 

(17) 中野タクシー業者 

(18) 公募委員 ４名以内 

 

（届出） 

第６条 委員は、その氏名等に変更があったときは、遅滞なく協議会にその旨を届け出なければな

らない。 
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第３章 役員等 

（役員の定数及び選任） 

第７条 協議会に次の役員を置く。 

(1)  会 長 １名 

(2)  副会長 １名 

(3)  監 事 ２名 

２ 前項の役員は、第５条の委員の中から総会において選任する。 

３ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることはできない。 

 

（役員の職務） 

第８条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けたときはそ

の職務を行う。 

３ 監事は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 協議会の業務執行及び会計の状況を監査すること。 

(2) 前号において不整な事実を発見したときは、これを総会に報告すること。 

 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、１年とする。 

２ 補欠又は増員による任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

 

（任期満了又は辞任の場合） 

第１０条 役員は、その任期が満了し、又は辞任により退任しても、後任の役員が就任するまでの

間は、なおその職務を行うものとする。 

 

（役員の解任） 

第１１条 協議会は、役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を経て、その役員

を解任することができる。この場合において、協議会は、その総会の開催の日の 10 日前までに、そ

の役員に対し、その旨を書面をもって通知し、かつ、議決の前に弁明する機会を与えるものとする。 

(1) 心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 

(2) 職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない非行があったとき。 

 

（役員の報酬） 

第１２条 役員は、無給とする。 

２ 役員には、費用を弁償することができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第４章 総会 

（総会の種別等） 

第１３条 協議会の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 

２ 通常総会は、毎年１回開催する。 

３ 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。 

(1) 委員現在数の５分の１以上から会議の目的たる事項を示した書面により請求が 

あったとき。 

(2) その他会長が必要と認めたとき。 

 

（総会の招集） 

第１４条 総会は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 前条第 3 項第１号の規定により請求があったときは、会長は、その請求のあった日から 30 日以

内に総会を招集しなければならない。 
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３ 総会の招集は、少なくともその開催の７日前までに、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記

載した書面をもって委員に通知しなければならない。 

 

（総会の議決方法等） 

第１５条 総会は、委員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。 

２ 委員は、総会において、各１個の議決権を有する。 

３ 総会においては、前条第３項によりあらかじめ通知された事項についてのみ議決することができ

る。ただし、緊急を要する事項については、この限りでない。 

４ 総会の議事は、第 17 条に規定するものを除き、出席者の議決権の過半数をもって決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。この場合において議長は、議決に加わる権利を有しない。 

 

（総会の権能） 

第１６条 総会は、この規約において別に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項を議決する。 

(1) 事業計画及び収支予算の設定又は変更に関すること。 

(2) 事業報告及び収支決算に関すること。 

(3) 諸規程の制定及び改廃に関すること。 

(4) 規約第４条各号に関すること。 

(5) その他協議会の運営に関する重要な事項。 

 

（特別議決事項） 

第１７条 次の各号に掲げる事項は、総会において、出席者の議決権の３分の２以上の多数による

議決を必要とする。 

(1) 協議会規約の変更 

(2) 協議会の解散 

(3) 委員の除名 

(4) 役員の解任 

 

（書面又は代理人による表決） 

第１８条 やむを得ない理由により総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項につき、

書面又は代理人をもって議決権を行使することができる。 

２ 前項の書面は、総会の開催の日の前日までに協議会に到着しないときは、無効とする。 

３ 第１項の代理人は、代理権を証する書面を協議会に提出しなければならない。 

４ 第 15 条第１項及び第４項並びに第 17 条の規定の適用については、第１項の規定により議決権

を行使した者は、総会に出席したものとみなす。 

 

 (協議結果の尊重義務) 

第１９条 総会で協議が整った事項については、協議会の構成団体等はその協議結果を尊重しな

ければならない。 

 

（議事録） 

第２０条 総会の議事については、議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録は、少なくとも次の各号に掲げる事項を記載する。 

(1) 開催日時及び開催場所 

(2) 委員の現在数、当該総会に出席した委員数、第 18 条第４項により当該総会に出席したと見な

された者の数及び当該総会に出席した会員の氏名 

(3) 議案 

(4) 議事の経過の概要及びその結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

３ 議事録は、議長及び当該総会に出席した委員のうちからその総会において選任された議事録

署名人２名以上が記名押印しなければならない。 

４ 議事録は、第２条の事務所に備え付けておかなければならない。 
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第５章 幹事会 

(幹事会の構成等) 

第２１条 協議会の業務を円滑に行うため、補助機関として幹事会を置く。 

２ 幹事会は、第２３条第４項の事務局長及び委員の所属職員等のなかから会長が指名する者をも

って構成する。 

３ 幹事の中から幹事長を互選する。 

４ 幹事会は、必要に応じ幹事長が招集する。 

 

 (幹事会の権能) 

第２２条 次の各号に掲げる事項は、幹事会において協議する。 

(1)総会に付議すべき事項に関すること。 

(2)総会の議決した事項の執行に関すること。 

(3)その他幹事会において必要と認めた事項に関すること。 

２ 幹事会において、前項第１号にあっては総会開催の直前に、第２号及び第３号にあっては必要

に応じて協議する。 

 

第６章 事務局 

（事務局） 

第２３条 総会の決定に基づき協議会の業務を執行するため、中野市総務部政策情報課に事務局

を置く。 

２ 協議会は業務の適正な執行のため事務局長を置く。 

３ 事務局長は、会長が任命する。 

４ 事務局長は、業務を総括して会務を処理する。 

５ 事務局長は、会計処理規程第８条の経理責任者並びに事務処理及び文書取扱規程第５条の

文書管理責任者を兼任することができる。 

 

（業務の執行） 

第２４条 協議会の業務の執行の方法については、この規約で定めるもののほか、次の各号に掲

げる規程による。 

(1) 事務処理処理及び文書取扱規定 

(2) 会計処理規定 

(3) 公印取扱規程 

 

（書類及び帳簿の備付け） 

第２５条 協議会は、第２条の事務所に次の各号に掲げる書類及び帳簿を備え付けておかなけれ

ばならない。 

(1) 協議会規約及び前条各号に掲げる規程 

(2) 役員等の氏名及び住所を記載した書面 

(3) 収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿 

(4) その他前条各号に掲げる規程に基づく書類及び帳簿 

 

第７章 会計 

（事業年度） 

第２６条 協議会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

 

（資金） 

第２７条 協議会の資金は、次の各号に掲げるものとする。 

(1) 中野市からの負担金 

(2) 国からの補助金  

(3) その他の収入 
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（資金の取扱い） 

第２８条 協議会の資金の取扱方法は、会計処理規程で定める。 

 

（事務経費支弁の方法等） 

第２９条 協議会の事務に要する経費は、中野市からの負担金並びに国からの補助金、その他の

収入をもって充てる。 

 

（収支予算） 

第３０条 協議会の事業計画及び収支予算は、会長が作成し、幹事会の承認を得た後、事業開始

前に総会の議決を得なければならない。 

 

（監査等） 

第３１条 会長は、毎事業年度終了後、次の各号に掲げる書類を作成し、通常総会の開催の日の７

日前までに監事に提出して、その監査を受けなければならない。 

(1) 事業報告書 

(2) 収支計算書 

(3) 正味財産増減計算書 

(4) 財産目録 

 

２ 監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会長に報告すると

ともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。 

３ 会長は、第１項各号に掲げる書類及び前項の監査報告書について、総会の承認を得た後、これ

を第２条の事務所に備え付けておかなければならない。 

 

（報告） 

第３２条 会長は、次の各号に掲げる書類を、中野市長に提出しなければならない。 

(1) 前年度の事業報告書及びその年度の事業計画書 

(2) 前年度末の財産目録 

(3) 前年度の収支計算書及びその年度の収支予算書 

 

第８章 協議会が解散した場合の措置 

（協議会が解散した場合の措置） 

第３３条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった

者がこれを決算する。  

 

第９章 雑則 

（細則） 

第３４条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細則は会長が別に定め

る。 

 

附 則 

１ この規約は、平成 20 年４月 22 日から施行する。 

２ 協議会の設立初年度の役員の選任については、その任期については、第９条第１項の規定に

かかわらず、平成 21 年３月 31 日までとする。 

３ 協議会の設立初年度の事業年度については、第２６条の規定にかかわらず、この規約の施行

の日から平成 21 年３月 31 日までとする。 
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２．中野市地域公共交通対策協議会構成員 

 

【中野市地域公共交通対策協議会委員名簿】（3/30 現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体等 備　　考

北陸信越運輸局長野運輸支局 首席運輸企画専門官 土井　秀樹

北信地方事務所 副所長 月岡　徹

中野建設事務所 次長 一色久雄

中野警察署 副署長 中村秀史

中野市 副市長 小林　貫男 会　長

中野商工会議所 専務理事  原　　信重

中野青年会議所 理事長 上野　孝典

中野市農業協同組合 代表理事副組合長 番場　信義

北信州みゆき農業協同組合 南部支所長 萩原正敏

中野市区長会 会長 長島　克己 副会長

中野市豊田地域審議会 会長 小橋　　要

中野市社会福祉協議会 会長 小林　貫男

中高交通安全協会 副会長 江村登三男

東日本旅客鉄道株式会社 総務部企画室長 溝井　宗一

長野電鉄株式会社 鉄道事業部運輸課長 相沢　文広

長電バス株式会社 乗合バス部乗合バス課長 篠田　善文

中野タクシー業者 中野ハイヤー㈱代表取締役 石渡陸夫

公募委員 海老原　稔

公募委員 稲葉　武治

公募委員 松野　冨子

公募委員 小林　優子

役職　氏名
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３．中野市地域公共交通対策協議会幹事会構成員 

 

【中野市地域公共交通対策協議会幹事会委員名簿】（3/16 現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体等 備　　考

北陸信越運輸局長野運輸支局 首席運輸企画専門官　 平尾和也 幹事長

北信地方事務所 地域政策課長　 増田隆志

中野建設事務所 計画調査係長　 高倉明子

中野警察署 交通課長　 和田勝博

中野市 総務部長　　　　 栗原　満

中野市 健康長寿課長　 渡辺重雄

中野市 福祉課長　　　　 荻原由美子

中野市 保育課長　 池田　修

中野市 商工観光課長　 塚田栄一

中野市 道路河川課長　 小林時雄

中野市 学校教育課長　 小林悟志

中野市 地域振興課長　 青木隆雄

企画室副課長　 新井典男

運輸課長　 相澤文広

乗合課長　 篠田善文

中野ハイヤー㈱　 石渡陸夫

中野商工会議所 中小企業相談所長　 小林和彦

中野青年会議所 専務理事　 中山雅登

役職　氏名

中野タクシー業者

東日本旅客鉄道株式会社

長野電鉄株式会社

長電バス株式会社




